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第G章

SYSTEMCHARACTERISTICS

《へ

`

GENERAL

この章 で は,BASISSYSTEMのi基 本 的 な特 徴 とDATAの 統 計,分 析万 法 に つ い て 述べ,あ わ せ て

BASIS以 外 の 各種 分析 手 法 の比 較を 行 う。

BASlCSYSTEMCHARACTERlSTlCS

SYSTEMの 基本 的 な特 徴 を次 の5項 にわ た って述 べ る。

●a

b

●

C

.

d

e

USERINTERFACE.

INPUTDATAFILES.

DATAVARIABLES,

ANAIＬYSISPHOGRAMS.

OUTPUTREPORT・

'

.、

`

USERlNTERFACE

BASISは,簡 単 に理 解 で き るFREEFORMATなPROBLEMORIENTEDLANGUAGEを 使 って応 答

され る。一応 答 は,REMOTETERMINALあ るいはONLINECARDREADERで 行 う。

遠 隔地 か らの利 用 にあ た って は,TEACHERMODE,SOLOMODEの いず れ か を 選べ る。

もち ろ ん.両MODEは.使 用 中 に 切換 える ことが で き る。BASISLANGUAGEを 用 いて,DATA

DEFINITIONでDATAFILEの 定義 を し,PROCEDUREDEFINITIONで 分析 方 法 を定 義 し,

JOBDEFJ.NITIONで 上 記DEFINITIONの 和 合せ を行 う。

これ らのDEFINITIONは,DEFINITIONLIBRARYにSTOREさ れ ,そ のNAMEに よ っ て参照 され

る。

こ の方 法 に よって,あ るDATAFILEiZ異 な っ たPROCEDUREDEFINITlONで 便用す る場 合
,再 定

義 す る必要 がない 。DEFINITIONLIBRARYはSYMBOLICLEVELで 更 新 す るこ とがで きる。

DEFINITIONの 各STATEMENTは い かな る順 序 で も構成 で き るの で ,REMOTETERMINALか ら

DEFINITIONの 構 成 を行 うこ とが で きる。

変 数は.FILEの 中 で,LABELま た は1、OCATIONに よ って参 照 で き る。

INPUTDATAFORMATは,分 析 に必 要 な 変数 の部 分 だ け を 指定 す る。

SYSTEMのDOCUMENTATIONはEXPLAINSTATEMENTが 行 う。

一1一



lNPUTDATAFlLES

INPUTDATAはtFIXEDま たはFREEFORMATでR,EMOTETERMINA1.ま たはCARD,TAPE,

DISKか ら入 られ る。

観 測値 はWEIGHTづ け をさ れたTRANSACT10NRECORDSま たは検 討 中 の現 在 の値 を も ったRECORD

で あ る。

観 測値 は 分析 す る前 にINCLUDEま たはEXCLUDESTATEMENTに よっ てFILTERさ れ る。

DATAVARlABLES

INPUT変 数 に,あ る一定 のRANGEを 与 え るMISSNGDATACODEを 持 たせ る こ とが で きる。

ANALYSISPROGRAMを 通 してMISSINGDATAは,然 るべ き処 理 が 行 わ れる。

PROCEDUREDEFINITIONで 指 定 され た。TR,ANSFORMATIONは ・ そ のANALYSIS

PROGRAMの 実 行前 にINPUTDATAを 変 換 す る。 ■
TRANSFORMATIONは,ARITHMETIC,1」OGICALOPERATION.DATAGROUPlNG.

RA.NDOMNUMBERGENERATION,DATECONVERSION,DATASEARCHINGよ り構 成さ

れ てい る。

与 え られ た変 数 のsEQuENCE,ORDERのCHEcKは 指 定 す る こ とが で きる。

ANALYSlSPROGRAM.・

BASISはDAT,iNを 分 析す る と き,よ く使わ れ る統計 手 法 の豊 富 なLIBRARYを もって い る。

ANALYSISPROGRAMSは 簡 単 なDATAを ただDISPLAYす る ものか ら,複 雑 な 多変 量 解 析 まであ る。

多 くの場 合,1つ のPROGRAMの 結果 を 連続 して他 のPROGR,AMで 使 うこ とが あ るが.こ の 橋渡 しは容 易 に

行 う ことがで きる。

OUTPUTREPORT

ANALYSISPROGRAMのOUTPUTREPORTは,REMOTETERMINALま たはONLINE

PRINTERに 打 ち 出 され る。

REPORTに は,用 いたANALYSISPROGRAMやDATAの 名称 を付 け て表 わす こ とが で き る。

そ れ に加 えて,日 付 や 関 連す るDEFINITIONNAME等 もあ わ せ て表示 で き る。

LAB肌 は12桁 以 内 で 表示 され,そ れはOUTPUTREPORTを よ り見易 くす る。

STATlSTCALANALYSISOFDATA

BASISは,統 計 的分析 の道 具 と して使 用 で き るよ うに設 計 され て い る。 従 っ・て.そ の使 用 にあ た っては,統

計調 査 で い かな るANALYSISPROGRAMを 用 い るか,あ るい はい か な るPROGRAMの 組合 せ で行 うか を
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充 分 に考慮 しな けれ ば な らな い。

BASISは,分 析作 業 の上 で,事 務 的,論 理 的,計 算 的 な 面を単 純 化 して くれ る もので あ って,解 答 を与 え て

は くれな い。'

一 般 的に
,統 計 分析 過程 は,DATACOLLECTI6N,ANALYSIS,INTERPRETATIONの

PHASEを 経 て 行 わ れ る。 この関 係 を図1--1で 示 す 。

/
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DATACOLLECTlONPHASE

このPHASEで は,分 析 方 法 が検討 され,必 要 と考 え られ る変 数 や,関 連 があ る と想 定 さ れる変 数 にっい て定

義 し測定 され る。

'各DA
TAは,ま だ機械 的 に加工 され て いな い もの,さ れて あ る もの と種 々 の形態 が混 在 して い る。

た とえ ば,経 済 統 計 表 や共 用FILEの よ うなDATAFILEに おい て は,そ の各 々 の分析 に あた って,各 々

に適 す る形 式 に変 換 しな ければ な らない。

ANALYSlSPHASE

BASISに お い ては,こ のPHASEが も っ と も考慮 され 組 み込 まれ てい る。

BASISは,分 析 され るDATAの 与え方 に さ まざ まな弾 力 性を もteせ,あ わ せてINTERPRETATION

PHASEに 於 け るOUTPUTREPORT作 成 を 容 易 に して くれ る。

ANALYSISPHASEに は 次 の3つ のSTEPが あ る。

aDATADISPLAY.

一5一



bFILEGENERATION.

c .DATAANALYSIS.

これ らの5つ のSTEPは,こ のANALYSISPHASEで,あ る程度 重複 して,互 に使 わ れ てい る。

ANA].YSISPROGfAMの 大半 は上記a～cに 入 る。

DATAblSPLAY

このSTEPで は,収 集 され,よ り分け られ たDATAを 扱 う。 通 常使 わ れ て い るPROGRAMに は,簡 単 な

TABLEGENERATION,DATAP1.OTTING.標 準 的 な統 計 計 算,MI .SSINGDATA等 の

PROGRAMが ある。

DATADISPI.,AYの 目的 と して は 次の よ うな もの が あ る。

a調 査 対 象 とな っ たDATAのLIST.

bDATAOOLLECTIONPHASEに て発見 され たERROR,

c次 のSTEPの 分析 にあた って の条 件 の選 択。

FlLEGENERATION

こ のSTEPで は,こ れ か ら分 析 す る ため のNEWFILEの 作成,或 は 既 に あ るFII、Eの 一 部 訂正 作 業 を行 う。

DATAのSCALING,RESPONSECODEのGROUPING.新 しい 変数 を 作 るた めの 代 数 的,論 理的

演 算 を行 な う。

分析 の 目的,SOURCEDATAの 特 性等 に よっ て上 記OPERATIONを 選ぶ 。

このSTEPで は,REPORTの 作 成は せず,む しろANAI.YSISPROGRAMPHASEのINPUTと して使

わ れ るWORKFILEの 作 成 を行 うことが 主 目的 と なっ て い る。FILEGENERATIONの 機 能 は,も し必

要 な らば,NEWFILEの 作成 をせ ず に,TRANSFORMATIONを 用 い て,DATADISPLAY,DATA

ANALYSISのSTEPで 使 用 で き る。 この場 合,変 数は,ANALYSISPROGRAM実 行 前 に,予 め 内部変

換 され る だけ で作 られ る。

従 っ てANALYSISPROGRAM使 用 前 に,NEWFILEi9作 るか,或 は既成 のFILEを 変換 して使 うかを

TRANSFORMATIONの 程 度,DATAFILEの 使 用頻 度,観 測 値 の数 等 に よっ て決 め な け れば な らな い。

DATAANALYSlS

このSTEPで は 各 々、の統 計 分析 の為 に収 集 され た り,GENERATIONさ れたDATAFILEを さ らに詳 細 に

分 析す る。

この 中 で使 わ れる 手法 と しては,相 関,回 帰,因 子 分 析,分 散 分析,仮 説 検 定,時 系列 分析 な どがあ る。

INPUTFILEは,実 際 のDATA又 はFnEGENERAIONに よって作 られ るFII、Eよ り構 成 され る。,こ

のPHASEに おけ るOUTPUTは そ の後 の分析 を,よ り容易 に行 え る よ うな 形式 にな って い る。

すな わ ち,REMOTETERMINAI、 よ り分析 結 果 をSNAPSHOTで 要求 した り,他 の 目的 にそ った

REPORT形 式 を種 々選 べ る よ うにな って い る。
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ANALYSISPHASEに 於 て は,付 加 的 特性 もあ わ せて 指定 す る必要 があ る。

一 般 に こ の種 のSYSTEMで は
,単 －DATAFILEを 扱 うANALYSISPROGRAMや 種 々 の異 っ た'

DATAFILEを 扱 うANALYSISPROGRAMに 於 ては,そ れ ぞれ そ のPROGRAMの 使 用 の度 に処 理 の再.

定 義.FILEの 構成 等 指 定す る ものが あ る。 しか しBASISで は,こ の よ うな 作 業は 必要 とせず,同 じ処 理

同 じDATAFILEの 繰 り返 し使 用 にあた って は,最 初 にそ れ ぞ れ の定 義 を して お くだ けで.以 降 の使 用 には ,

そ のNAMEを 参 照 して 使用 す る こ とがで き る。

lNTERPRETATIONPHASE

－ 般 に は
.ANALYSISPHASEに 行い て行 わ れた 分 析 に も とず い て,そ の結果 の再分 析 が 行わ れ,初 めの

調 査 目的 と対 比 される。

BASISか らOUTPUTさ れ たREPORT}ま,さ ら に調 査,分 析 の為 にANALYSTに 戻 され る。

調査 の最 終 的 結論 は,そ のANALYSTに 委せ なけ れ ば な らな い。

な ぜ な らば,分 析 とい う非常 に不 確定要 素 の多 い,し か も対 象 とな ってい る事 象 の特 殊性 を全 てPROGRAM

化 す る とい うこ とは事 実上 不 可 能な 為 に,こ の よ うSYSTEMとANALYSTと の 密接 な る 関係 が 必要 とな る。

このPHASEで のOUTPUTは,簡 単 な分 析 結果 やあ る程 度 の 分 析方 法,ま たそ の活 用方 法 につ い て適 切な指

示 を行 って くれ る。

`

〉
`

、

CCMPARlSONOFALTERNATlVES

統 計 的分 析 方 法 は,DIGITALCOMPUTERに お け る最初 のAPPLICATIONPROGRAMで あっ た。 こ

の分 野 で初 め て書 かれ たPROGRAMは 簡単 な定 義式 で あ った。

この 段 階で は,た だ 人 間 が長時 間 か け て行 う事 務 的 作業 の軽 減 のみ を 目標 と していた。

今 日に於 ては,ま す ます 分 析 は複 雑 に,し か も大型 にな って来 た。 この よ うな傾 向 の も とで,そ の都度 分析

DATAに 合 せて,そ の都 度PROGRAMINGし て いた のでは,そ の作業 の 重 複 とSOFTWARECOSTの 浪

費 を招 くこ とに な り,分 析 方法 の進歩 と共 に急 激 に1、OSSが 増 え て来 るこ とにな る。

この た め に.こ れ らのSOFTWARECOSTの.軽 減,PROGRAM作 業 の負担 を解 消 す る為 の種 々 の方 法 が 考

え られ て 来 た。 ・

以下.そ の種 々 の方 法 とそ の特 色 を述 べ る。 そ の比較 表 な 表1-1に 示す。
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表 1 1
'

、

Characteristics

Alternative

Methods

Time

Delay

Costs
I

Programming

Costs

Output

Report

Freedom

Definition

Libra・ry
Teacher Examples

High

Moderate

Moderate

High

Moderate

Moderate

No

、

No

No

No

No

Yes

No・

No

No'

No

Maybe

Yes

Numerous

へ
Numerous

BMD.CENSUS
TSAR,OMNITAS

SSP/360
STAT-PACK

PSTAT
COMSTAT

BASIS

Custom

Programs

,

Ca皿ned

Programs

StatistiCal
、

Systems

SubrOutine

Library

On-1、i皿e

Statistical

Systems

BASIS

High

LOw

Low

Moderate

Nill
.

Nill

High

Lowto皿iil

Nill

Moderate

Nill

Nill
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CUSTOMPROGRAMS

CUSTOMPROGRAMは,前 に も述べ た とお り特定 のDATAFILEに 対 し,特 定 の分析 を行:v・,特 定 の形

式 でREPORTす るPROGRAMで あ る。 従 って,個 々 にそ の作業 が 行わ れ る為 に,費 用 と時 間 とい う点で 非 常

に効 率 が わ るい。

CANNEDPROGRAMS

CANNEDPROGRAMは 特 定 のDATAと 特 定 のOPTIONの 組 合 せ に よ り作 り出 され る。

ほ とん どの場 合,DATAの 編集 以外は 指 定 で き ない。 このPROGRAMの 拡 張,修 正 とい うことは で きるが,

その 為 には,各PtCONTROLCARDに 関す る知 識 が 要求 さ れ る。 この種 のPROGRAMで は,一 定 の 標 準 化

され た,順 序,形 式,OUTPUTREPORT・PBOGR・AMDOCUMENTATIONで ない ものが 多 い。

例 えば,9っ の異 っ た 分析 を行 う場 合は,9つ のPROGRAMのDOCUMENTATIONを 理 解 し,9種 類 の

CONTRoLCARD群 を 用意 し,9回 のJOBをCOMPUTERに 流 さなけ れ ばな らな い。

この よ うに,そ の都度 の作業 は,事 務 的作 業の 増大 とERRORの 発 生を 招 くことにな り,あ ま り効率 よ くな い 。

この方法 で は,あ る分析 の 結果 を再 び 次 の 分析 のINPUTに す る よ うな 時 には,そ の まN使 えず,必 ず 手直 し

を 行わ なけ れ ば な らな い。 た と えぽ この よ うな連 続 分析 をBATCH処 理 で 行 った と して も,途 方 もな い時 間

を要 す る こ とに な る。

CANNEDPRえ)GRAMを 標 準的 な形式,DOCUMENTATIONに す る為 には,種 々の 装 置 と機 器 が要 求 さ れ

る が,こ の よ うに な る と必 ず しも手 軽 に分析 の為 に,こ れ ら各 機器 の操作 を行 うことが で きず,専 門的 な

OPEB,ATOR"z用 意 しなけ れば な らない。

STATlSTlCALSYSＴEMS

STATISTICALSYSTEMは,あ る統 計 的 大 系 に も とず いた 分 析方 法 を と って 巾広 い活 用 が で き る よ うに

な って い る。

異 な るPROGRAMの 為 に用意 され るCONTROLCARDの 指定 は,類 似 した ものが多 く,SYSTEMの

DOCUMENTATIONと そ のANALYSYSPROGRAMは 可 成 り効率 の よい もの が あ る。

多 くの場 合,分 析 に あ た ってDATAFILEの 変換 を 行い,そ のANALYSISPROGRAMの 手 直 し程 度 で

使 用す る ことがで きる。

分析DATAの 各 々に,FORMATを 与え た り,CODENUMBERに よ る変 換 の指 定 を行 った り,LABEL

GARD,PROGRAMCARDの 組 合せ を行 う若 干の 手 間は残 って い る。

時 には,こ のPROGRAM使 用 にあた ってANALYSTは,こ れ専 用 のPROGRAMERを 必要 とす る場 合が ある。

SUBROUTlNELlBRARY

SUBROUTINELIBRARYに は 『種々 の 統計ROUTINEが 入 っ てい て,こ れ を 使用 す る 場合 には 統 計

ROUTINEと 必要 なDATAFILEとOPERA.TIONSYSTEMと を 結び つ け るPROGRAMlNGが 必 要 で
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あ る。

これ は,CUSTOMPROGRAMな ど に較 べ てSUBRDUTINEをSYSTEMに 挿入す る こ とに よ っ て

PROGRA.MING作 業 の 軽減 を計 る。 使用 に あ た っ ては.そ の各 々のROUTINEの 中 味を あ えて 詳細 に理 解す

る必 要 は な く使 える。 ,・

ONLlNESTATlSTlCALSYSTEMS・

ONLINEで の統 計的 なSYSTEMの 発展 はREMOTETERMINALの 利 用と かな り密接 な 関係 が あ る。

REMOTETERMINALはBATOH処 理 と異 っ て時 間 の 浪 費 な しにGOMPUTERを 自 由に使 え る。

DATAの 統計 的な処 理 がREMOTETERMINALか ら もで き る よ うに な り,CONTROLINFc)RMATION

'

LDATAiZあ るLINENUMBERか らINPUTで きるの であ る。 さ ら に時 にはDATAFILEのDATAと

PROCEDUREを そのNAMEに よ って 参照 し,分 類 し定 義 す る こと もで きるの で あ る。 分析 の各 段 階で 処 理の

詳 細 を 変え る こと もで き る。

SYSTEMに よっては,SYSTEMのDATAFILEの 参照 とかON-LINEPRINTERに 直 接OUTPUT

で きな い もの もある。 こ の よ うなSYSTEMで は少 量 のDATAをTERMINALか ら入 れ て分析 す る ことに な

り制 約 が厳 しい。

このSYSTEMは 各 分 析 のSTEP毎 に照 会,応 答を 行 な え る よ うにな っ てい る。 この機 能 は 初 心 者 に と って・

非 常 に,し か も早 く習得 し使え る。 も しこの機 能 が な い と,た とえ熟 練 者 とい え ども直接 そ のSYSTEMを 自

分 な りの方法 で使 え な くては,無 駄 な時 間 と会話 を余儀 な く され る。

j

」

,-
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第2章

lNTRODUCTlONTOTHEBASlSLANGUAGE

`

↓

GENERAL

利 用者 はBASISLANGUAGEを 使 用 しBASISSYSTEMと 応 答 す る。 又SYSTEMに 与 え る

LANGUAGESTATEMENTはUSERFILEで あ る。USERFILEはREMOTETERMINALか ら

KEYIN又 はPUNCHOARDをON-LINECARDREADERで 読 み込 ん だ もの で あ る。

LANGUAGEに は 次 の能 力が あ る。

a

b

c

d

e

f

JOB,PROCEDURE,DATADEFINITIONの 定 義

JOBの 実 行

DEFINITIONの 修 正

REOUESTASSISTANCE

SYSTEMの 記録 を 取 る。

INPUTDATAを 入 れる。

STATEMENTFORM

L4NGUAGEで 書 か れ たSTATEMENTI'tFREE--FORMATのC盟RACTERSTRINGで あ り・

uGROUPMARKi,(←)で 終 る
。REMOTETERMINALか らSTATEMENTを 入れ るとiiGROUP

MARRKiiはTERMINALBUFFERか らCOMPUTERに 伝 え られ る。BLANKはQUOTATIONMARK

(Hlり の中 の もの を除 け ば 意 味は な い。

STATEMENTはBLANKを 含 め500CHARACTER以 内 で あ る。STATEMENTをCARDREADERか

ら入 れ る場 合,そ れ は1～72カ ラムで 始め る。75～80カ ラ ムは無 視 きれ る。STATEMENTは 一枚 の カ

ー ドに お さま らな くて よいが5枚 以 内で あ る。5枚 目の カ ー ドは最 初 の12カ ラ ムが 読 まれ残 りは無 視す る。

通 常STATEMENTは1枚 の カー ドに収 まる。

`

、～

BASlSLANGUAGESTRUCTURE

BASISLANGUAGEはDEFINITONが 基 本 で あ る。STATEMENTの 大部 分はDEFINITION

LIBRARYに あ るDEFINITIONの 組合 せ で使 わ れ る。DEFINITIONに は5つ のTYPEが あ り,DATA

や そ の中 の変 数,FI肌Dを 定義 す るDATADEFINITION,実 行 す るANAI、YSISPROGRA.Mや そ の

中 で実 行 され るANALYSISの 定義 をす るPROCEDUREDEFINITION,こ の2つ のDEFINITION

を実行 可能 なMODULEと してSYSTEMの 中 のJOBDEFINITIONで 組 合 せ る。

ANALYSISPROGRAMが 実 行 され るので な く,JOBDEFINITIONが それ を 使 って実 行 され る。

PROCEDUREとDATADEFINITlONは 独 立で あ るので,ANALYSISか ら次 のANALYSISへ 移 ると

き変 化 しない 部 分は 指 定 を省 略で きる。他 のSTATEMENT■1EXECUTEXYZ←tl,"ABORT←1㌧
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1lDATAFOLLOWS←"と い うものはCONTROLINFORMATIONで あ る。 これ はDEFINITIONと とも

にREQUESTAsSIsTANcE,ENTERDATAな どを 行 う。

CONTROLSTATEMENTは どのDEFINITIONに も属 さずDEFINITIONHBRARYに 貯 えられ ない。

DATADEFlNITlON

DATADEFINITIONはDATAFILEを 定 義 し,参 照 され る ため のNAMEを もって い る.DATA

DEFINITIONのFI].ESTATEMENTはDATAFILEのLABE】.を 宣 言す る。OPTIONで あ る

TITLESTATEMENTはOUTPUTREPORTを 区別 す るの に便 利 だ。 これ はANALYSISRUNの

時 に作 られ る。VARIABLEDEFINITIONSTATEMENTは 変 数 のLOCATION,FORMAT,

LABEL,MISSINGDATAi{ANGEを 指 定 す る。

DEFINITIONはDATASTATEMENTで 始 り,ENDSTATEMENTで 終 る。 他 のSTATEMENT

は どの順 序で もよい。 今,製 造工 程ρ 調 査 で2週 間.毎 日5つ の 変数 を 測定 し,こ のDATAをREMOTE

TERMINALか ら入t'Li,BASIS,1で 処 理 す る。 又,数 日間5つ の変 数 が測 定 で きなか った とす る。 そ れを

11READINGAn ,IIREADINGBI],ilREADINGC|1と し,0で は な いが測 定で きなか った値 を0と し,

測 定 で きな か った数 で あ る こ とを示せ ばDATAFILEはDEFINITIONで 次 の よ うにな る。

DATAMANUF←

1|IREADINGAI」0←

2iSREADINGBLt=O←

5t,READINGCtl=0←

FILE*←

END←

最 初 のSTATEMENTはDEFINITIONNAMEiiMANUFtiの 始 ま りで次 の3つ はFILEの 変 数 を定 義 して

い る。STATEMENTの 頭 の数 字はFILEに 表 われ る変 数 の順序,IlIIの 中 のCHARACTERSTRING

は変 数 のLAB肌 で,=0がMISSINGDATAを 示 して い る。FILESTATEMENTのil・*IIは

DATAFILEがUSERFILBに 含 まれ る こ とを 表わ して い る。

次 にDATAのFILENAMEがllKA.RDA"で 各 々1.5.10カ ラム で始 ま り5カ ラ ムで小 数 点 以下2桁 の

数 がCARDにPUNCHさ れ て いれ ばDATADEFINITIONは 次 の様 にな る。

DATAMANUF←

(1.XXX.XX)"READINGAls=0←

(5,5.2)tlREADINGBtt=U←

(10,5.2)t`READINGCll=0←

TITLEt・DATAREADINGOFPROGESSXTAKENBYJJB"←

FILEKARDA←

END←
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FIXEDFORMATFILEは()の 中 に桁 数 を 書 い てFORMATの 指定 を す る ことが で きる。FORMAT

につ い ては4章 で詳 し く述べ る。 このDATADEFINITIONを 参 照 して い るJOBDEFINITION

が実 行 され る時,BASISはKARDAと い うLABELのFILEを 探 す。

PROCEDUREDEFlNlTlON

PROCEDUREDEFINITIONは 実 行す るANALYSlSを 定義 し,又,CALLす るた め のNAMEを つ

け る。

DEFINITIONのUSESTATEMENTはANALYSISPROGRAMNAMEを 指定 す る。 又,記 録 の た

め のOPTIONで あ るTITLESTATEMENT,観 測 値 を 条件 づ け るINCLUDE,EXCLUDESTAT-

EMENTな どそ の他 のSTATEMENTが あ る。

DEFINITIONはPROCEDURESTATEMENTで 始 ま り,IEND|1で 終 る。

今,線 型相 関係 数 に ょる処 理 を す る と,PROCEDUREDEFINITIONは 次 の様 にな る。

PROCEDURESTEP1←

TITLEtlCORRELATIONANALYSISts←

OSECORREI、 ←

INPUTLISTV1...V5←

END←

最 初 のSTATEMENTはPROCEDUREDEFINITIONNAM[Ebgi'STEP1,tで,TITLESTATE-

MENTは 見 出 しを 示 し,,'USECORR肌tlは 相 関分 析 のPROGRAMを 使 用す る ことを 表 わ してい る。

INPUTLISTSTATEMENTはDATADEFINITIONのFILE,1～5の 変 数 は 相 関PROGRAM

のINPUTで あ る。 前 に述 べ たDATADEFINITIONT`MANUFt`を こ のpROCEDUREDEFINI-

TIONと 関連 づけ て使 用す れば,次 のSTATEMENTは 同値 で あ る。

INPUTLISTVI...V3←

INPUTLIST,tREADINGAI1,i,READINGBIs,t,READINGCI,←

.INPUTLIST"READINGA!1...{sREADINGC'1←

INPUTLISTVl...11READINGCI`←

INPUTLISTIIREADINGAte...V5←

PROCEDUREDEFINITIONの 変 数 はDATAFILEに 表 われ る順 序 にLAB肌 又 はVnnで 参 照 され る。

今,READINGCが11.5と16.2の 間 にあ る 日のREADlNGBの 常 用 対数 に対 す るREADINGAの

PLOTを すれ ば,DEFINITIONは 次 の様 にな る。

PROCEDUREXYZ←

TITLEl`ASEMI--LOGPLOTEXA.MPLEii←

USEPI.OT←
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INPUTPAIRS(t`READINGAIt,T7)←

T7=LOGIIREADINGBI1←

INCLUDE1`READINGCIIGE11.5ANDV3LE16.2←

COMMENT晒WILLN㎝ATTACHAI.,ABELTOT7←

T71StlLOGREADBlv←

ENDDEFINITION←

PRDCEDUREDEFINITIONの 詳 しい こ と は5章 で 述 べ る。

9.

▲

JOBDEFlNlTlON

JOBDEFINITIONは 一 つ以 上 のDATADEFINITIONとPROCEDUREDEFINITIONの 組 合 せ

で あ る。

DEFINITIONはJOBSTATEMENTで 始 ま りTIENDT|で 終 る。他 のSTATEMENTの 順序 は考 えな く

て よい。PROCEDUREt'STEPli`とDATADEFINITIONt'MANUFi'と の関 連 づけ を す る と

DEFINITIONは 次 の様 に なる。

JOBLINKUP←

USEDATAMANUF←

USEPROCEDURESTEP1←

END←

iiBASISi'のKEYWORDは 頭 と語 尾のLETTER
,の間 にMINUSSIGNを 入 れ略 せ る。 これ を 使 うとJOB

DEFINITION}S次 の様 にな る。

JOBIＬINKUP←

U-AMANUF←t

U-、ESTEPI←

END←

　

なお,こ の こ とはAPPENDIXBを 参 照せ よ。

JOBDEFINITIONがOUTPUTFILEを 作 る時 は,2つ のDATAFILEを 参照 で きる。PROCEDURE

DEFINITIONがTRANSFORMATIONを 指 定INDATADEFINITIONはINPUTFILEを,

OUTDATADEFINITIONがOUTPUTFILEを 指 定 して い る時 には以 下の よ うに な る。

JOBNEWFIL←

USEDATAINDEF← '
USEOUTDATAOUTDEF←

USEPROCEDUREXXX←

ENDOFJOBDEFINITION←

JOBDEFINITIONの 詳 しい ことは6章 にあ る。

⊃

↓
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●

CONTROLSTATEMENT

CONTROLSTATEMENT(表2-1に 図示 してい る)はSYSTEMをCONTROLを して,そ れ は

INPUTDATAを 入 れ る,JOBを 実 行す る,な どで あ る。CONTROI、STATEMENTIt次 のPAGEの

2-1に 説 明 してあ る。 詳 しい こ とは7章 にあ る。

表2-1

00ntrolStatements

Statement

EXECUTELINKUP←

USER

EXPLAINUNIVAR←

ABORT←

DATAFOLLOWS←

5.14,

QUIT←

Interpretation

Executethejobdefinition

namedLINKUP.

Useridentificationstate-

mentforfileprotec口on

purposes・

Obtaindocumenta口onfrom

thesystemontheprogram

namedUNIVAR.

Abandonthedefinitionnow

underdevelopmentandglve

useracleanslate11

Readythesystemoread

inLUtdatafromtheUSER

file

Afree-format

observation.

User
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第5章

SYSTEMDESCRIPTION

GENERAL
・匂

`

BASISはALGOLで 書 か れ たANALYSIS .PROGRAMの 集 りで あ る。 そ れ はMCPの も とでMULTI-

PROCESSINGでOPERATEで き る。DATACOM/BASISで あ る。MAINPROGRAMはSCANNER ,

1/OHANDLER,ANALYSISROUTINEを 論理 的 に組 立 て たPROGRAMで あ る。 そ の他 の

PROGR、AMはMAINTENANCEFUNCTIONで あ る。DATACOM/BASISはREMOTETERMINAL

又 はON-LINE・CARD・READERで 使 用 で き る よ う設計 されて い る。

複数 の利用 者 が このSYSTEMを 使 える。FILEの 保 護 は番 号 で 行 われ る。

SYSTEMCOMPONENT

USERFII、EとDATAFILEのBASISSYSTEMに よ るFLOWCHARTを 図5--1に 示 してあ る
。

USERFlLE

利 用 者 が入 れたBASISLANGUAGESTATEMENTはUSERFILEに な る。DEFINITION ,

CONTROLSTATEMENT,INPUTDATAな どをCARDREADER又 はREMOTETERMINALか

ら入 れ る。 情 報 の 基 本 単位 はSTATEMENTで あ る。FILEはIpENTIFICATIONSTATEMENTで 始

ま り,QUITSTATEMENTで 終 る。

DATAFILE

このFILEet(FIXED又 はFREEFORMAT)BASISに よ って分 析 され るべ きINPUTDATAで あ る
。

FILEの 基 本 的 な 単位 はOBSERVATION,TRANSACTION,DATACASEで あ る。

OBSERVATIONは 論 理 的 に関連 づ け た 多 くの変 数 であ る。

`

.̀

一15一



、

ー

1

!

ー

l

l

l

l

l

I

l

I

l

ー

ー

I

I

l

l

l

－

－

l

l

ー

ー

l

l

l

l

1

USER

FILE

BASIS

SYSTEM

ANALYSIS

STRATEGY DATA

FILES

USER

LIBRARY

RANSFORME

DATA

FILES

ト

'

図3-1BASISSystemFlowCharr

FILEは 利 用者 に よってSTOREさ れ る。BASISはFILEを 定義 す るDEFINITIONを 貯 え る。 しか し

これはFILEをSTOREす る こ とでは な い。

ただ し,REMOTETERMINALか ら入 れたFREE-FORMA.TDATAのPERMANENTDISKFILE

COPYをBASISは 作 る。

●

BASlSSYSTEMTAPE

このTAPEの 内容 はBASISSYSTEMのPROGR,AMとDATAFILEで あ り,

DISKにLOADし てい な けれ ば な らな 、・。

LABELはBASISで あ る。

STATEMENTに よ ってMCPにLOADす る こ とを指 令す る。

?LOADFROMBASIS=/BASIS

PROGRAM実 行前 に

■
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`

USERLlBRARY

こ のTAPEはDEFINITIONと 中 間結 果 をPERMANENTSTORAGEと して保 存す る。

REMOTETERMINALに こ のTAPEをLOADす るか,否 か き く,llYESilな らBASISはDISK

LIBRARYにLQADす るCONTROLSTATEMENTを 作 る。ltNOttな らそ れはLIBRARYがDISK上 にす

で に あるか,必 要 と しな い かで あ る。

ON-LINEGARDREADERな ら 直接LOADSTATEMENTを 読 み 込 ませれば よい 。

次 のSTATEMENTはOPTIONで あ る。

?LOADFROMBASnn=/=

このnnは1～99で あ り,こ の番号 でFILEは 区別 で き る。 各 々のDEFINITIONはLlBR,ARYの 中 で

はFILEに 分 か れ,い つで も使 用 で き る。FILENAMEはBASISに よ って作 られ る。FILENAMEは

はBASIS接 頭 辞を,そ して 次 にFORMATの 接尾 辞 を も つ。

BTNNID

where

a .B--isthecharacterB.

hT-isatypecharacter,where:

1)D-isthedatadefinltion.

2)J-isthejobdefinition.

5)P-istheproceduredefinition.

c.NN-1saserlalldentificationnumberwithinthe

category

dID-1sthetwodigitsoftheuserldentiflcation

type

number.

このLIBRARYは1つ の分析 か ら次 の分析 に移 る時 の中 間結 果 を含 ん で い るか,又 は 次 に使 用 す るigeのを 貯

え る。

令

REPORTS

REPORTはHARD-COPYPRINTEROUTPUT又 はREMOTETERMINALに 出 され る。REMOTE

TERMINALの 場 合 はUSERFILEをINPUTし た もの にOUTPUTさ れ る。

TRANSFORMEDDATAFlLES

このFILEはBUILDANALYSISPROGRAM変 換機 能 の 使 用 で作 り,STOREさ れ る。

変 換FII、EのDEFINITIONはDEFINlTIONLIBRARYtZc保 存 さ れ る。

・-17一
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SYSTEMUSE

MCPで 取 り扱 うCONTRO1、STATEMENTの 参 照 の ため この 章 に表 が あ る。TABI、E3-1はREMOTE

TERMINAL,TABLE5-2はCARDREAbERのSTATEMENTで あ る。

DATAFLOW

図5-2はBASISSYSTEMで の観 測 値 のFLOWで,MISSINGDATAIDENTIFICATION・

VARIABLETRANSFORMATION,FILTERBOXESの 順序 に注 意 す れ ばDATAの 観 測 値は

ANALYSISPROGRAMに 入 る前 に こ のBOXを 通 る。

MISSINGDA[EA.IDENTIFICATIONBOXはMISSINGDATACODEに よっ てINPUT変 数 を

CHECKす る。

そ こで,SYST玉Mの 他 の部 分 で も区別 で き る よ うにCHECKさ れ た ものを 大 きい数 に変 え る。

DATATRthNSFORMATIONBLOeKでDATA変 換 を行 い,INCLUDE又 はEXCLUDESTATEMENT

でFILTERに か けてANALYSISPROGRAMに 入 って行 く。

表5-1'

DetailsofStatementSequenceforRemoteUser

Fro、nRemoteTerminal

LI:pnn皿n/MCF←

SM←

??LOADFROMBASIS

=/BASIS←

?EXECUTEbATACOM/BASIS←

BASISstatementsinthe

USERfile

QUIT←

Loglnwherennnnntheuse

accountnumder

R・que…y
.…mmessage・ifany・

UseonlyiftbeBASISsystem

nOtalreadyondisk・

Requestexecution

Thelaststasement

userfile・

1・090ut・
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表5-2 」
DetailsofStatementSequenceForCardReader

FromCardReader.

Statement Comments
　 　 　 　 　

?LOADFROMBASIS=/BASIS UseonlyiftheBASISsystem

isnotalreadyondisk・

?1」OADFROMBASnn=・/;

■
Useonlyifadefinitlonlib一

raryistobe'oadedfromtape.

. 皿nistheuserldentiflcatio皿

usedwhenthelibrarywascre一

ated.

?EXEGUTEDA「rACOM/BASIS Requestexecution

?DATAUSER IdentifieslocationofUSBR

FILE. ・

F

USEROHARIＬESTON=65← Exampleofrequired・userider

.

tificationstatementreadby

馳 BASIS.

■

1」OAD← Anoptionalstatementthatper一

formsthesamefUnctionas2nd

statement.]E}ither2ndor6th

「 statementmaybeused,butnot
「

both.

・

BASISstatements

QUIT← Thelaststatementi'nevery
「

USERfile.

,

?END USERfileEOF.
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第4章

DATADEFINITION

-

●

4

GENERAL

DATADEFINITIONe:DATAFILEを 定 義す る。 す なわ ちFILEの 構成 とFILE内 の変数 を定義 して

い る。 くわ し くい うとDEFINITION内 の情 報は ろつ に分類 され る。

a .FILE構 成

1、

2)

5、

b .変

1)

2)

FILELABEL又 はFILENAME

RECORDSIZEとBLOCKSIZE

LOGICALRECORD数/観 測

数

各 変 数のLOCATION

FIXEDFORMATな らぽFILEの 大 き さ

変数 のFORMAT

各変 数 のLABEL

各 変 数 のMISSINGDATAの 範 囲

小数 点 の位置,SCALEFACTORす なわ ち

3)

4)

c .そ の他 のDATA

1)FILEの 内容 につ いて の情 報

FILE構 成 はFILESTATEMENTで くわ しく述べ られ てい る。 変数 につ い て の情報 はVARIABLE

DEFINITI{)NSTATEMENTに あ る。 そ して そ れ以 外 の情報 はOPTIONの"TITLEVSTATEMENT

にある 。STATEMENTはDETINITIONに あ る順 番 で表 わ れ る。

TERM|NOLOGY

DEFINITIONの 各STATEMENTを くわ し く調 べ る前 に次 の よ うな 用 語 を紹 介す る。

t

FlELDDEFlNER

これ はFIXEDFORMATのDATAに あ る変 数 の.LOCATION,FIELDの 大 きさ,小 数 点 とSCALE

FAC'IDRigあ らわ す 。 これはDATAFILEに あ る変数 のDESCRIPTORで あ って1変 数 に1つ であ る。

DEFINERは 括 弧 で か こまれ た1～5のSUBFIELDで 出来 たSTRINGCHARACTERで あ る。 表4-1

が1～3のSUBFIELDの 例 で あ る。
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表4-1

SUBFLELD
例 備 考

の 数

1 (54) 変数の始 りの FIELDの 大 き さは1桁,SCAHNG

(1) COLUMN又 は な し,FIELDは 第1RECORDに あ る 。

CHARACTORの 位 置

2 (2/24) 変数のRECORD数/ FLELDの 大 き さは1桁

(5/16) 変 数 のは じ ま りの位 置

(12,2) 変数のほじまりの位置 FLELDは 第1RECORDに あ る。

(14,XXX.XX) PICTURE

(75.6.2)

5 (2/16,3.2) 変数のRECORD数/

(4/70,XX) 変 数 の は じま りの 位 置,

(1/1,XX.XXX) PICTURE

鼻

5枚 のDATACARDに 観測 値 があ る時 の 例 を 考 え る。 分析 す る変 数は5枚 のCARDの どれか にあ れば よい。

各CARDはLOGICALRECORDで あ る。 最 初 のCARDに あ る変数 は 最 初 のLOGICALRECORDに あ

り,第2のCARDに あ る変 数は 第2のLOGICALRECORDに あ る。FILEは5つ のLOGICAL

RECORD/観 測 値 を もって い る。 図4-1で はLABELがA～Eの5変 数 の観測 値 で あ る。

観 測 値NO.1

●

図4-1LABELA～Eの5変 数 の位 置
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`

次 のFrELDDEFINERはA～Eの 変数 の説 明で ある。

A(16・XXX)最 初 のRECORDの16COLUMN目 か ら始 ま り,大 きさ

5桁 の 変数,小 数 点 はFIELDの 右 側 に あ る とす る。

B(70,2)最 初 のRECORDの70COLUMN目 か ら始 まる2桁 の 変

数

C(2/25,XX .X)DATACASEの 第2RECORDの25COLUMN目 か ら始

ま り大 き さ5桁 で 小 数 点以下1桁 の変 数

D(5/1)第5RECORDの1COLUMN目 か ら』始 ま る1桁 の 変数

E(5/57,5XE2)第5RECORDの57目 か ら始 まる5桁 で それ に102を 掛

け た変数

も しSUBFIELDが2つ 以 上 で あ れ ば最 後のFIER-)はPICTURESUBFIELDで あ る。 このFIELDは

FIELDの 大 きさ,小 数 点 の位 置,SCALEFACrORを 定 義す る。 それは 次 の よ うな規 則 にな って い る。

■

●

■

・

・

●

a

b

C

d

e

f

FIELDがn個 のXな らばn桁 で あ る。

整 数mな ら ばm桁 のFIELD

整数mの 後 にn個 のXが つ づ く場合 はn×m桁 であ る。

小数 点 は 小 数点 の位 置 を 示 し,XのSTRINGの ど こか に入 れ られ る。

2つ の 整数(m.n)な らぽFIELDはm桁 で小 数 点以 下n桁 で あ る。

上 で のべ た もの にEと 整 数 を書 い て もか まわな い。 この 場 合,変 数は10の 整 数乗 倍 されて

SYSTEMにENTRYさ れ る。

■

亀

POSlTlONNUMBER

これは 与 え られた 変数 がFREEFORMATFILEで 表 わ れ る順 番を示 す 。 すなわ ち1はFILE内 の最初 の 変

数(左 か ら右 へ と読 ん でい く),2は2番 目の 変数で あ る。FREEFORMATFILEで は,FIELDの 大 き

さ,小 数 点以 下 の桁 数,SCALING等 は 変数 で あ り,DATAで そ れ を表 わ す。

だ か らDATADEFINITIONで 指定す る 必要 は ない。

POSITIONNUMBERは1～ ろ0迄 であ る。 だ からFREEFORMA.TFILEは 最 高30個 の 変 数/観 測

値で 構成 され る。

LABELS

ラ ベ ル は 変 数 を 参 照 す るMNEMONICNAMEで あ る。 これ は1～12桁 のCHARACTERで あ り,QUOTA-

TIONで か こ まれ て い る。 例 え ば"PSI1「,iiGROUPNOI㌧liMONTH'1,toMANUFCODE1,で あ る。

LABEL内 のBLANKは 意 味 が あ る。 す な わ ちllXYZI1とloXyZ"ea違 うLABELで あ る。 普 通 こ れ に よ

っ てINPUTFILEの 変 数 を 参 照 で き る。DATADEFINITIONのLABELは 一 意 的 で あ る。
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MISStNGDATARELATION

.MISSINGDATARELATIONと}t6個 の論 理 演算 子'定 数 ・そ してBOOLEAN演 算 子AND/()Rの

こ とで ある。 この関係 式 が真 で あ れ ばDATAはMISSINGDATAで あ る。 次 の よ うな 論理 演 算 子が あ る。

〈

≦

=

〉

〉

T

E

Q

E

T

E

L

L

E

N

G

G

よ りノ」、さい

等 しいか,よ り小 さい

等 しい

等 し くない

よ り大 きい

等 しい か,よ り小 さ い

ρ

表4-2は 関係 式 の例で ある。

表4-2

MlSSINGDATARELATIONと そ の 値

MISSINGDATA

RELATION

MISSINGDATAVALUES

の例

ACTUALVALUESの

例

LE4

GT6AND≠ ・10.O

GE40R-0

一5
,0,4

7.10.4

4.9,0.0

4.1.10

0,3.10

-40
,1,5.7

STATEMENT

DATADEFINITIONに は6つ の型 のSTATEMENTが あ る。:そ れはDATA,VARIABLE

DEFINITION.FILE.TITLE,CO㎜NT,ENDSTATEMENTで あ る。

DATASTATEMENT

このSTATEMENTe:'1DATA,t,続 い てIDENTIFIERNAME,DISPOSITIONCODE,PURGE

す る 日付 か らな ってい る。

例

DATADECK14←

DATAD554SYNTAX←

DATAINVFILLIBRARY←

DATAINPUTLIBRARYteJUNE50,1969'1←

DATASTATEMENTはDATADEFINITIONに ある。 そ のIDENTIFIERNAMEに よ って,そ の

DEFINITIONを 参照で き る。IDENTIFIERNAMEは 頭 文字 が英文 字 で6桁 以 内 の英 数字で あ る。

DISPOSITIONCODEはt,SYNTAXi,か1`LIBRARYt,かBLANKで あ る。"SYNTAXi,な ら

●

▲
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`

DEFINITION内 のSTA「EMENTが 正 しい か ど うか のCHECKを 行 う・BLANKで あればDEFINITION

はDISK上 に おか れ,一 日た つ と自動 的 に取 り除か れ る。DUMPBASISSTATEMENTが 実 行 されて も

USERLIBRARYに はDUMPさ れ な い。

i,LIBRARY,iがpURGEの 日付 な しで 使 われ る とDEFINITIONのPER㎜ENTCOPYがDISKに

STOREさ れ,DEFINITIONはUSERLIBRARYTAPEにDUMPさ れ る。"LIBRARY"trcPURGE

の 日付 を つけ る とDEFINITIONはDISK上 にSTOREさ れ,自 動 的 に指定 され た 日,又 はSYSTEMが 同

一 利 用者 に よって使 わ れ る 日迄DISKFILEとUSERLIBRARYか ら取 り除か れない
。ERRORの ない

DEFINITIONがDISK上 にSTOREさ れ る。

VARlABLEDEFlNlTlONSTATEMENT

こ のSTArEMENTはFIELDDEFINER(FIXEDFORMATFILE)かPOSITIONNUMBER

(FREEFoRMATFILE),っ つ い てQuoTATIoNで か こ ま れ たLABEL,oPTIoNのMlsslNG

DATA関 係 式 か ら な っ て い る。

例

(1,5),IACCOUNTii←

(4,2)←FIXEDFORMAT

(25XX)IIDISPOSITION"25←FILE

(40,xxx)nlQII<500R>200←

(74,XXXXX.XX)|,PROJ.SALES"←

1t,MONTHi1←

21sYEARi,←

51tSALEsn=0←

FREEFORMATFILE

σ

」

VARIABLEDEFINITIONSTATEMENTはFILEの1変 数 を定 義 す る。 た とえば変 数 のFORMAT,

POSITIONNUMBER,LABELMISi31NGDATAの 範 囲 。 、

DATADEFINITIONはFREEFORMATFILEか,FIXED.FORMATFILEの どち らかで あ る

VARIABLEDEFINITIONを 持 って い る。

2つ の型 のVARIABLEDEFINITIONを 同時 には使 えな い。

DEFINITIONのLABELは 一 意 的で あ る。

同 じ分析 で使 わな け れ ば,FIXEDFORMATFILEのDATAFIELDは 重 ね合 せ 出来 る。 重 なった 部 分

につ いて再 定i義 しな くて も よい。VARIABLEDEFINITIONSTATEMENTb～DEFINITIONtrCあ る

順番 で な くて もPOSITIONNUMBERは1か ら順 番 に始 め られ る。
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FlLESTATEMENT

このSTATEMENTはItFILEi,,続 いてFILENAME,括 弧 で か こまれ たPARAMETERで 構成 され る。

例

FILEZORCH←

'FILEPREFIX/SUFFIX
←

FILEINPUT(10,50)←

FILE*←

FILES527(10,50,5)←

FILE*(3)←

このSTATEMENTはDArADEFINITIONで 定 義 され るFILEの 特 徴 を のべ てい る。

FILEは 外 部FILEの 実 際 のLABELで,そ の長 さは1～7桁 のCHARACTERで あ る。DISKFILE

NAMEはPREFIXとSUFFIXをSLASHで 結 んで表 わ す。FILEPARAMErERを 使 う場 合 には表4-

5の よ うにす る。

,

?

表4-3

FILEPARAMETERとRECORD/観 測値

指定 される FILE
備 考

PARAMETER数 PARAMETER

0 80CHARACTERのUN-BLOCKEDRECORD

1 (m) 1RECORD/DATACASEを もっ たmWORDの

UN-BLOCEDRECORD

2 (m,n) mWORD/RECORD.nWORD/BLOCK,

1RECORエ レDATACASE

5 (m,n,P) mWORDS/RECQRD,nWORDS

/BLOCK,PRECORD/DATACASE

も しF .ILEPARAMETERが 数 字P・1つ で あ れば ・そ れはDATACASE当 りのRECORD数 で あ る。

も しFILESTATEMENrが2つ 以 上 入 れ られ た ら,最 後 に入 ったSTATEMENTが 使 わ れ る。

DATAがUSERFILE(REMOTETERMINALかCARDREADERか ら入 れ る。FILENAME

iiUSERit)か ら入 れ られ た ら
,そ の時 にはFILENAMEの 所 に*を つ け る。

●

1

TiTLESTATEMENT

このSTATEMENTIti'TITLEii,続 い てQUOTATIONで 囲 ま れたCHARACTER STRINGで あ る。
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例

TITLE"DETROITDISTRICT .SALESDATA,1←

TITLEtiDECK34.FRESHMANCLASSI'←

このSTATEMENTに よ ってDESCRIPTIVETITLEがDATADEFINITIONと 一 緒 にSTOREさ れ

る。 このTITLEに よ ってJOBが こ のDATADEFINITIONを 参 照 して,ANALYSISREPORTを 作

っ た時 に この 見 出 し が印 刷 され る。'←

CHARACTERSTRINGは 最 大72CHARACTEkで ある。 そ してQUOTATIONとGROUPMARKは

含 まな い。

も しTI↑LESTATEMENTがDATADEFINITIONに2度 以 上 入 れ られ る と最 後 のTITLE

STAT正MENTが 使 わ れ る。

COMMENTSTATEMENT

このSTAEMENTは"COMMENT"で 始 ま り,そ の後 にCOMMENTが つ づ く。

例

COMMENTYAK-YAK←

COMMENTSTATEMENTはDEFINITIONに 関 係 な い。

●

'

ENDSTATEMENT

こ のSTATEMENTはllENDt`で 始 ま り,そ の 後 にOPTIONのCOMMENTが 続 く。

例

END←

ENDOFDATADEFINITION←

DEFINITIONはENDSTAT㎜Mで 終 る。

EXAMPLESOFDEFINITONS

次 にDATADEFINITIONの 例 を2つ あ げ る。 最 初 の はFIXEDFORMATFILE,第2の 例 はFREE

FORMATFILEで あ る。 最 初 のDEFINITIONは 図4-1で 説 明 さ れ たFILEを 定 義 して い る。

こ のDEFINITIONで は1970年7月6日 迄USERLIBRARYに 保 存 さ れ る。

DATAFIG42LIBRARYttJULY6,1970,i←

FILETAP18(10,50,3)←

(16,XXX)"DIASHAFT"←

(70,2)1「SHOPNOII←

(2/25,XX.X)HROCKWELLDtt=O←

(3/1)11SUPPLIER,i←"

(5/57,3XE2)1|WEIGHTt「=O←
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COMMENTFABRICATEDEXAMPLE←

TITLEiiCASTINGPROCESSANALYSISDATA,i←

END←

次 のDEFINIONで はFREEFORMATFILEが,USERFILEか ら呼 び 込 まれ る。 各 々 の観測 値は 測

定 され た温度,湿 度 の 記録,そ の時 の 日付 と時 間で あ る。

DATATEMP←

FILE*←

1

2

Z
∨

4

5

IlMONTHi,←

"DAyi'←

IIHOUR1`←

1`TEMpt」200←

"o/
oHUMIDITY'`-140←

'

●

END

1
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1

GENERAL

第5章

THEPROCEDUREDEFINITION

PROCEDUREDEFINITIONは 実行 す るANALYSISを 定 義 す る。 それは 次 の よ うな もので構 成 され て,

い る。

a.使 用 す るANALYSISPROGRAMNAME

b.OPTIONとPAR,AMETERの 指定

c.FILTERの 指定

d.ANALYSISPROGRAMで 処 理 され る変数 の指定

e・TRANSFORMATION

f.TITLE

g.特 性変 数 の指 定

h.OUTPUTREPORTの 指 定

PROCEDUREDEFINITIONはANALYSISに つい て 指定 す る のでUSERDATAFILEの 変数 と関

係 が あ る。 これは 次 の よ うに な る。

INPUTLISTVI,V7,V12←

T4-MINlil960SALESIt・..tl1968SALEStl←

これ らIDENTIFIERの 示 す 変 数 は 当 然PROCEDUREDEFINITIONとDATADEFINITIONが

LINKさ れ る迄 定 義 され ない 。変 数 はDATADEFINITIONで 定 義 され,PROCEDUREDE㎜10N

で は単 に指 定 され るだけ であ る。故 にPROCEDUREは 通 常,関 係 のあ るDATADEFINITIONを 考慮 し

て 書 か れ る6上 の例 でVlはDATAFILEの 最初 の変 数 でVl2はFILEの12番 目の変 数 であ り,

ll1960SALESllは 変 数 の1
、ABELで あ る。

Vnnの かわ りにLABELを 使 用 を した 万 が 多 くの同 一 の変数 を扱 う場 合 は便利 で あ る。PROCEDURE

DEFINITIONのFLOATINGLABELが 使 用 中 のDATAFILEに 関 係 な く適 当 なDATAFIELD

を指 定 す る。ANALYSTに とって変 数 の位 置 よ りもLABELの 万 が重要 であ る。従 ってLABELは 確 か に

便 利 では あ る がVnnIDENTIFIERも 効果 的 に使用 で き る。

PROCEDUREDEFINITIONはINPUTDATAFILEか ら読み 込 まれ る変 数 の説 明を す る。 利 用者

は 自分 が使 用 す る変 数 を 指定 す る必要 があ る。 そ うす ればSYSTEMがINPUTFORMATを 決 め,DATA

DEFINITIONのLABELを 見 てDATAをCONTROLす る。

次 の よ うな例 外 を 除 い てPROCEDUREDEFINITION}ま どん な順 序 で も良 い 。

a.USE(ANALYSISPROGRAM)STATEMENTの 前 にPROCEDURE.TITLE,

COMMENTSTATEMENT以 外 のSTATEMENTが あ って はい け ない 。

b.変 換 され る順 序 に従 ってTRANSFORMATIONSTATEMENTは 入 って こなけれ ば なbな い。
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このDEFINITIONはPROCEDURESTATEMENTで 始 ま り,ENDSTATEMENTで 終 る。

STATEMENT

PROCEDUREDEFINITIONで 使 うSTATEMENTの 型 は 次 のPARAGRAPHで 詳細 に述 べ る。

PROCEDUREDEFINITIONで は 使 う順 序 に従 っ てSTATEMENTを 指定 す る。次 の よ うな

STATEMENTは 使用 す るPROGRAMに 応 じて,こ のDEFINITIONの どこ に表 わ れ て もよい 。それ に類 似

してい るDATATRANSFORMATIONSTATEMIENTは この章 の 終 りで議 論 す る。

PROCEDURESTATEMENT

このSTATEMENTはIlPROCEDUREl1で 始 り,そ の後 にIDENTIFLERNAME,DISPOSITION

CODE,OPTIONの 日付 が続 く。

例

PROCEDURESTEP1←

PROOEDURECORELLIBRARY←

PROCEDUREGOGOLIBRARY←

PROCEDUREFA4LIBRARY"JULY6,1969TT←

PROCEDURESTATEMENTはPROCEDUREDEFINITIONの 最 初 に あ る。

IDENTIFIERNAMEよ り順番 にDEFINITIONを 参 照 出来 る。IDENTIFIERNAMEは 頭 文字 が英

文字 の6桁 以 内 の英字 で,RESERVEDWORDで は いけ な い 。

DISPOSITIONCODEと は"SYNTAX",tiLIBR,A .RY".BI、ANKで あ る。

."SYNTAXllな らDEFINITIONSTATEMENTカ9正 しい か,ど うか のC耳ECKを す る。

BLANKで あ ればDEFINITIONはDISKに 置 か れ 自動的 に一 日たつ と取 り除 かれ6
.。さ らにDUMP

BASISSTATEMENTが 実 行 さ れ る とDEFINITIONはDISKのUSERLIBRARYに はDUMPさ

れ ない 。

"LIBRARY"に'PURGEの 日付が ない とDEFINITIONのPERMANENTCOPYはDISKにSTORE

され,DEFINITIONはUSERLIBRARYTAPEにDUMPさ れ る。iiLIBRARY"にPURGEの 日

付が あ る とDEFINITIONはDISKにSTOREさ れ,自 動 的 に指定 され る 日,又 はSYSTEMが 同一 利 用

者 に よ って 使 われ る 日迄DISKFILEとUSERLIBRARYか ら取 り除 か れな い 。PURGEの 日付のあ る

DEFINITIONはUSERLIBRARYTAPEにDUMPさ れ る。ERRORの ないDEFINITIONだ け が

DISKにSTOREさ れ る。

TITLESTATEMENT

このSTATEMENTは1iTITLE"で 始 りQUOTATIONで 囲 ま れたCHARACTERSTRINGが 続 く。

例

TITLEtt19'68SALESDATAANALYSISll←

TITLEl,CONTAMINATIONANALYSISNUMBER4朋 ←
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、

TITLESTATEMENTに よ ってDESCRIPTIVETITLEが'PROCEDUREDEFINITIONと 「 緒 に

STOREさ れ る。CHARAcTERSTRINGは 最大72CHARAcTERで,そ してQUOTATION ,GRo_

UPMARKは 含 ま な い 。 も.しTITLESTATEMENTがPROCEDUREDEFINITIONに2つ 以 上

あ る と,そ の時 に は最 後 のTITLESTATEMENTが 使 わ れ る。

● COMMENTSTATEMENT

COMMENTSTATEMENTはtiCOMMENTi'で 始 り,COMMENTが そ の後 に つ く。

例

COMMENTBEGINATBEGINING;GOTOEND;THENSTOP←

このSTATEMENTはDEFINITIONと 関 係 な い。

●

,

USESTATEMENT

このSTATEMENTはtTUSE,tで 始 ま り・そ の後 にANALYSISPROGRAMIDENTIFIERが つ づ く
。'

例

USECORREL←

USEREGRS←

USELOOK←

このsTATEMENTはANALYSISTECHNIQulE,ANALYSISPROGRA .Mを 示 す。 全 て の

ANALYSISPROGRAMの 表 がMANUALのAPPENDIXに あ る。

一 般 にANALY81SPROGRAMはTECHNIQuEの 総 称 名 を簡 素 化 して示 す
。 指定 したANALYsIS

PROGRAMをCALLす るの に 自 由 にそ の名 前 が使 え る。

PROCEDURE・TITLE,COMMENTSTATEMENTだ けはUSESTATEMENTよ り前 にあ っても構 わない
。

使用 者 がANALYSISPROGRAMを 選 ぶ と指 定 したANALYSISPROGRAMの 情 報 だけ を受 け と る よ

うにす る。 他 のANALYSISPROGR創 成に 関係 のあ る情 報 はERRORINPUTと 見 な され る
。

1つ のUSESTATEMENTだ け がDEFINITIONで 有効 であ る。他 のUSESTATEMENTはERROR

INPUTど 見 な され る。 も し途 中 でANALYSISを 変 えよ うとす る と,そ のDEFINITIONを 中 断 して,

初 め か らや りなお さ なけ れ ば な らない 。

ABORTSTATEMENTは7章 で のべ る。

ASSIGNMENTSTATEMENT

この ス テー トメ ン トは 変 数 名 で始 ま り

例

EPSI=.01←

FIN=2.5←

等 号,定 数 また はホ レ リス定 数 が続 く。
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PLOTCHAR=,「 ・tl←

ASSIGNMENTSTATEMENTに よっ てANALYSISPROGRAMのPARAMETERの 値 をSETす る。各

ANALYSISPROGRAMの た め にSETさ れ る個 々 のPROGRAMで 定 義 さ れ る。,

もしPARAMETERがASSIGNMENTSTATEMENTでSETさ れ て い ない 時 は,そ の値 に つい て は,大

部 分 の場 合ANALYSISPROGRAMでSETさ れ る。 もし同 じPARAMETERが2度 以 上SETさ れ た

ら,最 後 のASSIGNMENTSTATEMENTが 使 わ れ る。

OPTIONSTATEMENT

このSTATEMENTは1,0PTION"又 は"OPTIONsisで 始 り,そ の後 にOPTIONのLISTが 続 く。

例

OPTIONCHIsQ,TAUs←

OPTIONSAMESCALE←

このSTATEMENTに よっ て 自由 にANALYSISPROGRAMのOPTIONをSETで き る。 利 用 で き る

OPTIONと それ らの意 味 は各ANALYSISPROGRAMで くわ しく述 べ る。DEFINITIONtlc-一 ・度SET

され たOPTIONは 変 え られ な い。

Φ

邑

.FILTERSTATEMENT

こ のSTATEMENTはliINCLUDEl1又 は"EXCLUDE"で あ り,そ の後 にBOOLEANRELATIONが

続 く。

例

INCLUDEVI7=9←

INCLUDEIIAGEltLT250R"PLANTNOtt=52』 ←

EXeLUDEtlINCOME町 ≦10000.00←

INOLUDEVI2=V17ANDT1〆1←

FILTERSTATEMENTに よ ってDATAeASEがINCLUDEかEXCLUDEの どち ら か を示 す。 も し

このSTATEMENTが なければ,読 み込 まれ るDATAFII、Eは 全 てANALYSISPROGRAMに よって処理 さ

れ る.も し,STATEMIINTで 与 え ら 抵DATACASEb・TRUIII]な ら ば ・そ れは 選1まれ たKEYWORD

に従 ってINCLUDEま た はEXCLUDEさ れ る 。DEFINITIONに はFILTERSTATEMENTは1つ で

あ る。複数 のFILTERSTATEMENはERRORINPUTと され る。

関 係 式 は単一 式 かAND/ORのBOOLEAN演 算 子 で続 け られ る。 入 力変数 はVnnかLABELで 示 され る。

TEMPORARY変 数 はTn、 で示 され,定 数 は 無 制 限 にOPERANDと して 使 え る。6つ の比較 演 算 子 の どれ を

使 って も よい。

各OUTPUTREPORTの 見 出 しにFILTERSTATEMENTに よっ てANALYSISか ら除 か れ た観 測 値 の

数 が示 され る。

■

4
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lNPUTSTATEMENT

BASISLANGUAGEに は うつ の 型 のINPUTSTATEMENTTYPEが あ る。

そ れ ら はtlINPUTLIST","INPUTPAIRS",fllNPUTGROUPSItで あ る 。各DEFINITION

は 指 定 したANALYSISPROGRAMで5つ のINPUTSTATEMENTの どれ か を使 う。

1次 変 数 のPROGRAMで はINPUTLIST;2次 変 数(X,Y)一 のPROGRAMで はINPUTPAIRS;

高 次 変 数 のPROGRAMで はINPUTGROUPSSTATEMENTを 使 う。

指 定 したANALYSISPROGRAMで は1つ のINPUTSTATEMENTのFORMを 使 う。 他 のFORMは 正

し く な いINPUTと し て 扱 か う。

も し1つ 以 上 のSTATEMENTが 入 っ て く る と最 後 のINPUTSTATEMENTが,意 図 す るSTATEMENT

だ と考 え ら れ る 。 適 当 な 指 示 を す れ ばSYSTEMに よ っ て先 のSTATEMENTは 無 視 さ れ る 。

lNPUTLtST・ こ のSTATEMENTは"INPUTLIST「1で 始 ま り,そ の 後 にCOMMAで 区 切 ら れ た 変

数IDENTIFIERのLISTが 続 くご

例

INPUTLISTVI.・ ・V24,V26+-

INPUTLISTIT1960SALEStt...n1964SALESt',

n1968SALEStt←

INPUTLISTT27,Vl4,iiDISTRICTIT←

こ のSTATEMENTに よ りANALYsISPROGRAMで 処 理 さ れ る変 数 を 指 定 す る こ と が 出 来 る。

変 数 はVnn,LABEL,Tnnで 示 さ れ る。 も し多 くの 変 数 を 分 析 で 使 うな ら,そ れ ら 全 部 を 示 す の に

MULTIPLETERMで 表 わ す 。 最 初 の 例 で はV1…V24は24個 の 変 数 のLISTを 示 す 。

lNPUTPAIRS.こ のSTATEMENTは"INPUTPAIRS1,又 は"INPUTPAIRitで 始 ま り,

COMMAで 区 切 ら れ たPAIRのLISTが 続 く 。 そ れ ら は 括 弧 で 囲 み,COMMAで 区 切 ら れ た変 数 名 で あ る 。

例

INPUTPAIRS(V1,V5),("AGE1「,ltSEXl|)←

INPUTPAIR(V1...V50,1↑DISTRICTNOtt)←

INPUTPAIRS(Tl2 、,Tl4),(Vl...V5,V10_.V20)←

こ のSTATEMENTに よ っ てANALYSISPROGRAMで 処 理 さ れ る(X,Y)変 数 のLISTを 示 す 。

も しMULTIPLETERMが 括 弧 の 中 の 一 万 又 は 両 方 を 示 す の に使 わ れ て お れ ば,全 て の 可 能 な組 が示 さ れ

る。 第2の 例 は50組 の変 数 のLISTで あ る 。 こ の場 合MULTIPLETERMを 使 え ば 全 て の 変 数 名 を 列 挙

しな く て も 艮 い 。 第3の 例 は 次 の よ うな こ とを 示 し て い る 。

(Tl2,Tl4),(Vl,V10),(Vl,V11)～(V1,V20),(V2,VlO),(V2,Vl1)～

(V2,V20).・..(V5,V10),(V5,V11)～(V5,20)の 事 で あ る 。
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lNPUTGROUPS・ このSTATEMENTはIIINPUTGROUPllま た はteINPUTGROUPS,iで 始 ま り,

そ の後 にCOMMAで 区 切 られ たGROUPLISTが あ る。 各GROUPHSTは 括 弧 の 中 に あ る変 数 の

IDENTIFIERのLISTで あ る。

例

INPUTGROUP・(Vl,T12,"YIELDtl)←

INPUTGROUP(Tl,V20..・V25),("F111.・.TiF121t)←

こ のSTATEMENTに よ ってANALYSISPROGRAMで 処 理 され る変 数 のGROUPLISTを 示 す。

各GROUPの 意味 はANALYSISPROGRAMに よ っ て異 な る。 た とえ ば,多 段 階回帰 法 で は グ ル ープ の最

後 の変数 を独 立変 数 と し各 グル ー プ につい て 回帰 をす る。

VARIABLEIDENTIFIERはVnnかTrinか そ れ と もLABELで あ る。

MULTIPLETERMは 各変 数 を別 個 に列 挙 す る万 法 としてGROUPで 指 定 す る。

■

奄

ATTRtBUTESTATEMENT

このSTATEMENTはATTRIBUTEKEYVVORDで 始 ま り,そ の後 にVARIABLEIDENTIFIERが つづ く。

例

SEQUENCE"DATETI←

ID"TOBNO「1←

WEIGHTV24←

このSTATEMENTに よ って指 定 した変 数 がATTRIBUTEを 持 ってい る ことを示 すそ れ ぞ れ の

ANALYSISPROGRAMに 必 要 なATTRIBUTEは9章 で述 べ る。

1つ 以 上 のANALYSISPROGRAMで 使 わ れ るATTRIBUTEは 次 の もので あ る。

㌔・

a・sEQUENcE・INPuTFILEのSEQuENCEcHEcKを 行 ってsEQUENCENuMBER

を つ け る。正 順 にNσMBERをCHIECKす る。 最初 のDATACASEの 変数 は どんな値 で も良 い。

ERRORのDATACASEはCOUNTさ れる。

b・ORDER・FILEのORDERCHECKを 行 い,ORDERNUMBERを つけ る。 前 のDATA

CASEと 比べ て 等 しい か大 きい か をCHEOKす る。 最 初 のDATACASEのORDER変 数 は な

ん で も艮い 。ERRORのDATACASEはCOUNTさ れ る。

c.Ii).各DATACASEにIDENTIFIERNUMBERを もつ変 数 が指 定 され る。 これ は

ANALYSISPROGRAMでDATACHECKと 確 認 を行 う時 に役 立 つ。 も しERRORの 為

DATAFILEの 処 理が 中断 した ら,READさ れ なか った 最 初 のDATACASEのID

VARIABLEの 値 がOUTPUTさ れ る。

これ に よ ってERRORの 場 所 を す ば ・や く見 つ け ら れ る。

d.WIIIIGI{T・ 重み 付 き変数 は 与 え られ たDATACASEが 指 定 した分析PROGRAMで 処理 され

●

4
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る回数 を表 わ す 。 も し重み が 指定 されな け れば,そ れ は1と 見 な され る。

重み 付 きDATAは 計 算 時 間 を増 加 させ るの であ ま り大 きい 重み は取 ら ない 万 が 良い 。

0か それ よ り小 さい 重み の場 合 は 分析PROGRAMが 観 測 値を 無視 す る。

e・SELECT・ これ はTTEST,ANOVAL等 の分析 で部 分 に分 け る必 要 があ る時 に使 用 出来 る。

さら に詳 しい こ とは個'々のANALYSISPROGRAMで 説 明 され る。

ERRORSTATEMENT

このSTATEMENTはiTERROR"又 は"ERRORS"で 始 ま り,そ の後 にOPTIONのCOMMENT ,等 号,

正 の整 数 が続 く。

例

ERRORSALLOWED=5←

ERROR-1←

分析 に 差 しつか えな いERRORの 最 大数 を 指 定 す る こ とが 出来,DATAFILEのERRORの 数 が指 定 した

数 を 越 る とJOBは 中 断 す る。 こ のSTATEMENTを 省 略す る と,ERRORが 起 る とJOBは 終 了 す る。

(SEQuENcE,ORDERERRoR等)・

ISSTATEMENT

－このSTATEMENTはTnnそ の後 に`lIS,i,QUOTATIONで 囲 まれ たLABELで 構 成 さ れ てい る。

例

TlIS"SUMV1..。vg"←

T241SttIＬOGPSIlt←

このSTATEMENTに よってOUTPUTREPORTを 明確 にす る ため にTEMPORARY変 数 にLABELを つ け

る。 これ はINPUTSTATEMENTのTEMPORARY変 数 と のみ関 係 す る。

Tnn変 数 はそ れ に つけ られ たLAB肌 だけ でPROCEDUREDEFINITIONで 参 照す る こ とは で きな い。

このLABELはPROCEDUREDEFINITIONに よるOUTPUTの 中で のみ 使 われ る。

Tnn変 数 は1～95迄 取 れ る。

OUTPUTSTATEMENT

このSTATEMENTは"PRINT"又 は1'DISPLAY"で 始 ま り,そ の後 にREPORTHSTが 続 く。

RERORTLISTはANA.LYSISPROGRAMで 必 要なOUTPUTREPORTNAME又 は"ALLllで あ

る 。

例

PRINTALL←

DISPLAYMATRIX←
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このSTATEMENTに よ ってOUTPUTし た い 名前 と何 にOUTPUTす るか を指 定 す る。 このSTATEMENT

が な けれ ば遠 方 の利 用 者 にはREMOTETERMINALに,CARDREADERか らSTATEMENTをINPUT

した場 合はPRINTERにOUTPUTし て くれ る。

SAVESTATEMENT

このSTATEMENTはKEYWORDで 始 ま り,そ の後 に接 頭 語 と接尾 語 で構 成 されたFILENAMEが 続 く。

例

SAVEA/B←

SAVEMY/FILE←

こ のSTATEMENTはREMOTETERMINALを 使 う場 合 に使 用 で き る。 このSTATEMENTに よ って

INPUTDATAFILECOPYが 指 定 され たFILENAMEでDISKにSTOREさ れ る。さら に,こ の

DATADEFINITIONはUSERLIBRARYにPERMANENTDISKPILEと して入 っ てい る。

DEFINITIONの 名前 はFILENAMEの 接尾 語 と同 じであ る。

SAVEさ れたDATAFILEはBASISSYSTEMで は管 理 され な い 。利 用者 が 保 存 を管 理 しなけ れば な

ら な い 。

DEFINITIONで こ のSTATEMENTを 使 うとREMOTETERMINALか らDATAを 一 度INPUT

す れ ば よい。

TRANSFORMATIONSTATE!VIENT

このSTATEMENTはANALYSISPROGRAMを 使 って変数 を修 正 した り,そ の組 み合 せ をFILTERし

た り,BUILDANALYSISPROGRAMで 新 しいDATAFILEを 作 るこ とが 出来 る。

TRANSFORMATIONは 次 の よ うに 分類 され る。

a・ 算 術 演 算

b.論 理 演 算

c.関 数 のCAI、L

d.DATAの 検 索

e.乱 数 発 生

f.グ ル ー プ分 げ

g.日 付 の変 更

このSTATEMENTは 次 の よ うにな る。

〈 単 一変 数名 〉=〈 変換 の種 類 〉

例

v7=SQRTT5・ ←

V8-11SCORE111/1'SCORE2ll←
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TEMPORARYARRAY

各TRANSFORMATIONSTATEMENTを 述 べ る前 にTEMPORARYARRAYの 使 い万 と目的 を知 る必要

があ る。

このARRAYはT1～T100の100個 のELEMENTで 出来 て い る。 これは小 計P合 計 に使 用 す るため に最

初0にSETさ れ てい る 。T1～T90迄 は 自由 に使 って よい。 こ の変 数 の値 はSET,修 正,TESTが 出来 る。

これ らの変 数 はINPUT,FILTER,ATTRIBUTESTATEMENTか,Vnnを 使 う他 のSTATEMENT

で使 用 され る。ISSTATEMENTの 使 用 でT1～T95ま で のTnn変 数 にLABELが つ け られ る。

T91～T100迄 のTEMPORARY変 数 は 特別 な意 味 を もって い る。

USERはT91～T95で は値 をSETし た り,修 正 した りで き るがT96～T100で は値 をSENCEす るだ

け であ る。表5-1はT91～TlOOま で の説 明 であ る。

表5-1

TEMPORARY変 数 の値 と意 味

変 数 値 意 味

T91 0 DATAFILEの 処 理 の続 行

1 現在 処 理 したDATACASEのDATAFILEの 残 りを 無 視

T92～T95 使わ れ て いな い。

T96 n 処 理 さ れ るDATAの 数

T97 m ANALYSISPROGRAMで 処 理 され たDATAの 数

T98 P FILTERLOGICそ の他 で取 り除 か れ たDATAの 数

T99 W ANALYSISPROGRAMで 処 理 され た 全観 測1直の重み

T100 使 われ て い ない。

,

変 数 名 は各TRANSFORMATIONSTATEMENTの 等 号 の左側 に書 か れ る。 そ の変数 は変 換 の結 果 を表S

す 。通 常 はOPERANDはTnn,Vnn,LABELま た は 定数 で 順序 は任 意 で あ る。定 数は 小数 点 と指数 で あ っ

て も よい。 全てTEMPORARY変 数 または 全 てINPUT変 数 の よ うに同 種 の変 数か らOPERANDが と られ て

い る時 はMULTIPLETERMがOPERANDLISTに 使 え る。

今BUILDANALYSISPROGRAMで 新 しいDATAFILEを 作 るな ら等号 の 左辺 のVARIABLE

DEFINERはOUTPUTFILEで 定義 され る変数 を表 わ し,右 辺 の変数 はINPUTFILEDEFINITION

で定 義 され る変 数 であ る。Tnn変 数 でINPUTFILEの 合成 関 係 をつ くれ る。

PROCEDUREDEFINITIONで 示 す変 数 の順 序 で`TRANSFORMATIONが 行 わ れる。一 度 入 れた

TRANSFORMATIONSTATEMENTはDEFINITIONを 中断 しない 限 り,取 り除 くこ とは で きな い 。

TRANSFORMATIONSTATEMENTで0で 割 るとい うよ うな誤 った操 作 を行 う とMISSINGDATA

CODEを 作 り,変 換 結 果 に おか れ る。
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TRANSFORMA.TIONSTATEMENTの 詳 細 につい ては表5-2を 参 照 せ よ。

ENDSTATEMNT

ENDSTATEMENTはTiENDiiで,そ の後 にOPTIONのCOMMENTが 続 く。

例

END←

ENDOFPROCEDURE←

このSTATEMENTで 各PROCEDUREの 終 りを示 す 。

A

D

9

一38一



|

L

1

酬

℃
1

2 ●

表5-2

TransformationStatements

Number

FUnction Operator of(P)Meaning ExampIes

Operands

1

ArithmeticOperations

Addilion Sum Nolimit Maximumnumber V7=(2)SUMV1...V4,T12,5.04←

ofMDCODES T1=SUMllSCORE111...11SCORE1811←

permihed・In一
「IL11」SUM6

.28E-02,V28,V87←

tegerassumed

zeroifnot

stated

十 Nolimit N/A V1=V2十 丁7←

T26=V14...V18十"1、1ll十.075←

Sublraction 一

2 N/A' V1=T4-11AGE"←

11SCOREn-100 -nSCOREll←

Multipli一 V14=V12×V34←

calion xorMP 2 N/A T7-1,PSIllMPl1AREA|!←
.

Division / 2 N/A T7=1!SAI、ESPRICEn/1lUNITS"←

T1-1.0/V4←

Division

with DIV 2 N/A T4=V7DIV3.4←
1runcation

Negati・n
一 1 N/A T7-一,1QTY"←

Raiseto V7=V7*2.4←

1hepower *or** 2 N/A T5=V5**1lGAM成AI1←
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表5-2(cont)

TransformationStatements

Number

Fuction Operat・r of (P)Meaning Examples

Operands

A,ithmeti・Operati・n・(…t)

Roundto ROUND 1 N/A V7-ROUNDV7←

nearest

・
1nteger

'

betweenO

and100. .

Negative

values'are
、

mappedonto
'0

,while

values
'

greater

than100

aremapped

onto100・

Replace一
T4-llSHIFTll←

ment empty 1 N/A V4=V64←

Computelhe

meanofa

MEAN Nohmit Maximumnum-

berofMDCODES

T12;M民ANV14..。V18,T17,5.9←

V4=MEANl962SALESll,1163

listof per「milted・
SALES1|←

operands T1-(1)MEANT1.。.T14←

Computethe VAR Nolimit Maximumnumber T17=VARV19.・.V24,V27←

varianceof ofMDCODES T2-(4)VARV1,V2,V18...V24←

alilstof Permitted.
.

operands・

◆ , b `
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表5-2(cont)

TransformationStatements

Number

Function Operator of (P)Meaning Examples

Operands

1」ogica10perations

IF IF N/A N/A V7-IF「lAGE,1GT21THENO

c。nd[ti。n ELSE1.←

T4=IFllMONTHl」6AND|,YEARll

GT60THEN1lDAYIl←

T1-IF"LIl11」TI|1」2`10Rl,L511

GT|tL4llTHENllLlnEI、SE
11L211←

.Functions

Square SQRT 1 N/A v7=SQRTV7← _

Roo1 T4-SQRTロ1、OAD1,←

1」ogto LOG 1 N/A V7=LOGT4←

base10 T2=LOG1IDEFI、ECTION!1←

1」ogto LOGE 1 N/A V4=LNllWEIGHTI1←

basee 1、N T1=LOGEIIHCLCONC.,|←

Absolute ABS 1 N/A V7=ABSV7←

value T2-ABSIlDO1、LARSl|←

Sin SIN 1 N/A V7;SINV54←

Cosine COS 1 N/A T12=COST2←

Tangen1 TAN 1 N/A T19=TANT12←
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表5-2

Transformation

(C・nt)

Statements

Number

Function Operalor of (P)Meaning Examples

Operands

Funct ions(Con1)

Exponentia一 EXP 1 N/A T14=EXPV7←

tioneV

Data Searching

Coun1 COUNT Nolimit Requiredsearch T15=(1)COUNTV7…V15←

numberof parameter T45=(3)COUNTV4,T4,T5←

.■
UemSln

、

listwith

samevalue

asP.

Find MIN Nolimit N/A T14-MINV7...11SCORE25"←

.・
mlnlmum

、

T16-MINl`62SALESI|,ll63

valueof SALES四,II65.SA工ESI1←

1ist・

Find MAX Nolimit N/A T14=MAX5.4,V7,T21←

Maximum T17-MAXll62SALESI`,

valueof
1165SALES"←

いst

RandomNumberGeneralion

Obtaina u N/A N/A T7=・U(0,1)←

uniform T24-U(V14,100.0)←

randomnum一

berOver

specified

interval

← 」



'

1

昏

倒
1

◆ '` .'

表5--2(cont)

TransformationStatements

Number

Function Operator of(P)Meaning Examples

Operands

Random・NumberGeneration(cont)

Oblaina N(c,d) N/A N/A V8=N(10,2)←

normalran-

domnumber
T12-N(V8,V4)←

whhmean
"

'

.

C,varlance

d.

DataGrouping

Groupdata GROUP レA N/五
.

V7-GROUPV7(0,10,20)←
・

byasslgn-

inglhe
T4-GROUPV9(0,5,10,15,20)←

average・

valueof

thetwo

end-points

ofinterval

inwhichi1
・,
1scontaln一

ed・Inter一

valis

closeda1
.

thebo"om

end-poin1,
・openatlhe

tOP・

End-points

must・be

conslants

inascend一

ingorder・

Ifvalue

isoutside

/
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表5--2(con1)

TransformationStat・ements

Function Operator

Number

of

Operands

(P)Meaning Examp五es

Span?then

MDGODEis

generated・

Collapse

codesso

lhatvarl-◆
ablecon-
tainedin
theith
intervalis
mappedinto
thevalue
i.01her-
wisesame
asGROUP.

Obtainthe
day(1-366)
froma

Greg・rian

Date.

Froma

91venday

number

(1-366),
andyear

(201hcen←

tury)

,

COLLAPSE

.

'

DAYNO

MONTII

N/A

Dale

3

2

DataGrouping(cont)

N/A

Conversion

N/A

N/A

V7-COLLAPSET4(02,4.5,4.7)←

V7-DAYNOl,MONTHII,1,DAY",64)・ ←

T1=DAYNOV4,V5,V6)←

V4-DAYNO1lMONTHl1,`1DAYll,'1lYEAR")
←

V6-MONTHCSERIALDAYI1,
,lYEARll)←

1
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表5-2(cont)

TransformationSt.atemenls

Funclion Operator

Number
of(P)Meaning

Operands
Examples

oblainthe

monthnum-

berin

which口

falls:

JANUARY-1,

.・.DECEMBER

=12.

Froma

givenday

number(仁

566),and

year(20th

century),

obtainthe

correspond-

ingday(1-

31)ofthe

month.

Froma

Gregorian

dateobtain

lhedayof

theweek

uponwhich

theday

falls.

Sunday-1

through

Saturdayニ7・

DAY

WEEKDAY

2

5

A

l

DateConversion(cont)

N/A

N/A

V4-DAYCISERIALDAY",69)←

T7=WEEKDAYCMONTH",llDAYn,
1lYEARII)・ ←



EXAMPLES

PROCEDUREDEFIMTIONの5つ の例 を次 に示 す。初 め の4つ は 初歩 的統計 量 の分析 であ る。 ここ で"

はDEFINITIONの 概 要 につ い て のべ る。DATAFII、Eの 変 数 を"LABELnnl|で 表わ す。nnはFILE

の変 数 の順 番 を示 す 。実 際 の例 では これ ら のLAB肌 は変 数 名 であ り各 々を 区別 す る。

5番 目は,2製 品 の在 庫 水準 の時系 列 分析 にBASIsを 使 う例 であ る。 こnは 在庫 水準 の予 測 と事後 分析 を行

う。

第9節 では そ の他 の 例 につ い て述 べ る。

例1

78個 の変数 のDATAFILEを"STATt'PROGRAMで も って変 数 の平 均,標 準 偏 差,最 小値,最 大 値

を 求め た い 。 そ れは 今 期 の分 でLIBRARYに 入 れ る必要 は ない 。そ の時DEFINITIONは 次 の よ うにな る。

PROCEDURESTEP1←

TITLEl|EXAMINATIONOFRAWDATAFILEti←

USESTAT←

INPUTLISTV4..・V78←

END

・例2

例1のINPUTDATAを み て"LAB肌12Tt,"LABEL27Te,ttLABEL29Tlの 変 数 の平 均 がおか し

い こ と に気 が つ き,直 観 に よって不完 全 なDATAがllLAB肌11tは540よ り小 さく,1「LABEL21Tは

1に 等 しい観 測値 で あ る と考 え る。 この5つ の 疑 がわ しい変 数 を調 べる 時 には,次 の よ うなDEFINITION

を書 く。

PROCEDURESTEP2←

COMMENTCOMMENTSMAYBEINSERTEDANYWHERE←

USELOOK←

INCLUDE`lLABELltTLT540ANDliLABEL21|-1←

TITLE"INSPECTIONOFYEARSAMPLES.DISTlIT←

INPUTLISTTiLABEL12TI,"LABEL27Tl,"LABEL291t.←

END←

変 数 を 調 べ て,訂 正 した後,比 較 の ため に同 じSCALEを もっ た2つ の図 を作 る 時,t最 初 の図 表 は"LABEL

24ttと"LABEL23Tlと を対 応 させ てPLOTさ せ る 。両 図 表 のX座 標 の最 小 は25.5で,こ れ よ り小 さい

X座 標 の値 を も ったDATAは 無視 す る。又 一 般 的 なASTERISK(*)の 代 りにPERIOD(・)をPLOT

と して使 用 し,そ れ を ず っ と保 存 して お きた い 時は 次の よ うにDEFINITIONを 書 く。

PROCEDUREPLOT2LIBRARY←

USEPLOT←

INPUTPAIRSCLABEL251|,nLABEL24tl),
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●

(nLABEL25Tl,"LABEL26tl)←

OPTIONSAMESCALE←

PLOTCHAR-tt.1,←

MINX=25.5←

'
ENDOFDEFINITION←

/

例4

一 つ前 のSTEPか ら出 て 来 るOUTPUTを 見て 次の よ うに図 表 す る とす る。
,

A.1|LABEL25tlと 対 応 す る"LABEL241Tを 対 数 でPLOT

B.V20・yV27ま で の 総 和 と11LABEL58',と 対 応 す る1'LABEL60,TをPI・OT

C."LABEL601tと"LABEL61tTの 差 に 対 し てB.で 行 っ た 合 計 の 平 方根 をPLOT

各 自SYSTEMSCALEで 各 グ ラ フ のPLOTの 記 号 はPERIOD(・)で す る と,DEFINITIONは 次 の

よ う に な る 。

PROCEDUREPLOTEMLIBRARY←

TITLE"STUDY475CONTRACTAFS-5471"←

USEPLOT←

PI、OTCHAR-tl.n←

INPUTPAIRClLABEL251T,Tl),("LABEL60",T2),(T5,T4)←

COMMENTNECESSARYTRANSFORiMATIONSFOLLOW←

T1=1」OG"LABEL24「t←

T2=V20...V27十ITLABEI、58n←

T5・-SQRTT2←

T4=一"LABEL601L"LABEL61tt←

COMMENTNOWATTACHLABELSTOTEMPORARYVARIABLES←

TIIS|1LOGLABEI、24Tt←

T21Sl'SUMVARS1|←

TsIs1|SQRTSUMI↑ ←

T41StlI、60-L6111←

END←

例5

こ れ は2製 品A,Bの 在 庫 水 準 の 傾 向 を 調 べ て1968年7月1日 か ら1968年9月50日 迄 の 間 の在 庫 水

準 に つ い て の 時 系 列 をPLOTし た も の で あ る。

1968年10月1日 以 後 のDATAは 無 視 さ れ る。DATAFILEに は2製 品 に つ い て の業 務 記 録 が 入 っ て い

る 。TRANSACTIONは"TYPE"と い う名 の 変 数 で 在 庫 の 増 減 を 表 わ す 。 こ の 変 数 は 在 庫 が 増 加 した場 合

には1の 値,減 少'し た 場 合 に は2の 値 を と る 。 両 製 品 の 在 庫 水 準 を 図 表 に す る 。 最 初 のTRANSACTIONか
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ら 始 め て 在 庫 水 準 を累 積 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。FILEに は1968年 度 だ け のDATAが 入 っ てい る。

PROCEDUREDEFINITIONGま 次 の よ うに な る 。

PROCEDURETSAIILIBRARY←

USETSA←

TITLEllINVENTORYLEVELANALYSISOFAANDB"←

INPUTLISTT1,T2←

COMMENTACCUMULATEINVENTORYLEV肌OFA←

T6=一1,PRODUCTAIt←

T7=IF"TYPEl1=1THEN"PRODUCTAITELSET6e

T1=T1十 丁7←

COMMENTAOCUMULATEINVENTORYIＬEVELOFB←

T6=-1'PRODUCTBTl←

T7=IF"TYPEtl=1THIENltPRODUCTB"ELSET6←

T2=T2十 丁7←

COMMENTDECLARETHETITLESOFTHETEMPORARYVARS←

TlISlllNVLEVELA「1←

T21StlINVLEVELBtl←

COMMENTSPECIFYATTRIBUTEVARIABLESFORTSA←

MONTH"MONTH,i←

DAYllDAYl1←

YEARilyEARi'←

COMMENTFIIＬTEROUTALLOBSERVATIONSBEFORESTARTDATE←

EXCLUDE"MONTH"LT6←

COMMENTTESTIFNOMOREOBSERVATIONSARETOBEREAD←

T91=IF"MONTH"=10THEN1.←

END←
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第6章

JOBDEFINITION

`

■

GENERAL　
JOBDEFINITIONは,1つ 或 い は それ 以上 のDATADEFINITIONかINPUTTABLEと

PROCEDUREDEFIMTIONの 組 合 せ よ りな る。 このMODULEは 連続 して 実 行 され る。

BASISの3の 型 のDEFINITIONの うち,JOBDEFINITIONは 比較 的容 易 に扱 うこ とが でき る。

」OBDEFiNiTIONほ 、4っ 以 上のSTATEMENTか ら構 成 さ れ る こ とは 少な い。

JOBDEFINITIONは,そ れ 自身単独 で 実行 す る。

他 のDEFINITIONの 組 合 せ を行 ・て実 行 させ る こ とが で き る・ 勿論 ・他 のDEFINITIONと 同様 に

LIBRARYに 登録 す るこ と もで きる。

しか し,他 のDEb、NIT・ON撰 な 。て,OOMP・LEMODE,GOMODE・COMP・LE&GO

MODEい ずれ で も指定 で き る。

」OBDEFIMTiONは,JOBSTATEMENTで は じま り ・ENDSTATErmi]NTで 終 る・

DEFINITIONめ 中のSTATEMENTは いか な る順序 で も よい。

STATEMENT

JOBDEF、N、TIONの 中 に記 述 され るSTATEMENTは 極 道 か であ り し・・も そ の用 法 も鮮 であ る・

各STATEMENTほ 次 に説 明 す る。

4

」OBSTA〒 巨MENT

渤STA彌MgN里}ま,||」 ◎BI|龍 じまり,そ の 後 に ・DENTIF・IER・D・sP・s・TIONcODEが 続

き,PURGEDATEカ ミ続 く。

例

JOBSTEP1←

JOBAQ54]■BRARYtlSEPT.,1970"←

JOBDLRLIBRARY←
●

/

JOBJ8YNTAX←

・JOBSTATEMENTは
,以 蹴 讃 する ものはJOBDEF・N・TIONで あ る こ とを示 す・

IDEM、F、ERN姐E馳 のDEF・N・TI・N惨 照さ れ る為 のNAMEで ・ 最 初 の文 字 接 手 の6桁 以

内 のRESERVEDWORD以 外 の文 字 で作 られ る。

DISPOSITIONCODEは,"SYNTAX|1又 は"LIBRARyit又 はBLANKの い ず れか であ る。

ltSYNTAXI,な らばDE,…T… の 各 ・TA・EM・M柾 ・ く言己述 され てい るか ど うか のCHECK)Zす

る 。
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BLANKな らば,COMPILE&GOMODEで あ り,SYNTAXERRORが なけ れ ば そ の まsす ぐJOBを

実 行 す る。JOBDEFINITIONが 参照 す る。

DEFINITIONは 既 に定義 されDISKLIBRARYに 登録 さ れ て い なげ れ ば な らな い 。

このMODEで は,こ のJOBDEFINITION自 身はLIBRARYに 登録 さ れ な い。

`TLIBRARYT|をPURGEDATEな しで使 用 す る場 合はDEFINITIONのPERMANENTCOPYは

DISKに 登録 されDEFINITIONはLIBRARYTAPEにDUMPで き る。

"LIBRARY"をPURGEDATEを 付け て使 用 す ると
,そ のDEFINITIONはDISKにSTOREさ れ,

そ のPURGEDATEが 来 る までDISK/TAPELIBRARYに 登 録 され て お り,そ のPURGEDATEが 来

た 日或 は その後SYSTEMが 使 われ る日 に取 除 か れ る。

'

,

USEPROCEDURESTATEMENT

こ のSTATEMENTは,"USEPROCEDURET|で は じま りPROCEDURENAMFが そ れ に続 く。

例

USEPROCEDUREXXX←

USEPROCEDUREPR2←

このsTATEMENTは,JQBの 中va含 まれ るPRocEDuREDEFINITIoN指 定 す る。

も し2つ 以 上 のSTATEMENTが あ る場 合 は,最 終 のSTATEMENTが 実 行 され る。

USEDATASTATEMENT

このSTATEMENTは,USEDATA,USEINDATA,USEOUTDATAで は じ ま り,そ れ にDATA

DEFINITIONNAMEが 続 く。

例

USEDATADECK54←

USEINDATAINVFIL←

USEOUTDATANEWFIL←

USEDATASTATEMENTは,JOBで 使 われ るDATADEFINITIONNAMEを 書 く。

USEDATASTATEMENTと,USEINDATAは 全 く同 様 な意 味 で あ る。

USEDATASTATEMENTに 続 い て記 述 され るNAMEは,実 行 中 に読 み込 まれ るDATA

DEFINITIONNAMEで あ る。

各 々のJOBDEFINITIONは,必 ず1つ のDATADEFINITIONか1つ のINPUTTABLEを 記述 しな

けれ ぽ なら ない 。

USETABLESTATEMENTは 後 述 す る。

USEOUTDATASTATEMENTは,実 行 中 に書 き込 まれ るOUTPUTFILEのDATADEFINITION

を参 照 す る時 に用 い る。

・
、

●
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■

このSTATEMENTは,BUILDANALYSISPROGRAMを 用 い た時 に の み使 う。

INPUTDEFINITIONと かOUTPUTDEFINITIONを 参 照 す る。

STATEMENTが2つ 以 上 記述 さnた 場 合,最 終 のSTATEMENTだ け が正 しく扱 われ実 行 す る。

USETABLESTATEMENT

このSTATEMENTは,USETABLEで は じ ま り,そ れ にTABLENAMEが 続 く。

例

USET.t.DLETI←

USETABLEINVFIL←

ANALYSISPROGRAMCORRELで 予 め作 られ,LIBRARYにSTOREさ れ てい るSUMMARY

STATISTICSTABLEを 別 のANALYSISPROGRAMのINPUTと して使 う場 合 に このSTATEMENT

を使 う。

従 って,全 て の場 合 に このINPUTTABLEを 使 わ な い の で使 用 にあた って は,ANALYSISPROGRAM

に よってそ の使 用 が 妥 当 か ど うか注 意 す る必 要 があ る。

、このSTATEMENTを2つ 以 上 記述 した場 合,最 終 のSTATEMENTが 実行 され る。

COMMENTSTAT・EMENT

こ のSTATEMENTは,iiCOMMENTHで は じま り,次 にCOMMENTが 続 く。

例 、

COMMENTJOBDEFINITIONSAREEASY←

COMMENTSTATEMENTは,DEFINITIONに は 全 く影 響 は せ ず,た だ単 に記 述 のみ であ る。

ENDSTATEMENT

このSTATEMENTは,"END"で は じま り,次 のOPTIONのCOMMENTが 続 く。

例

ENDJOBDEFINITION←

END←

このSTATEMENTは,DEFINITIONの 終 りを 示 す 。

EXAMPLES

JOBDEFINITIONの 例 を示 す 。

例1

JOBGONOW←

タ
USEPROCEDURESTEP1←

e
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USEDATAINVFIL←

END←'

上記の例は…MPIL… ・1'あ・・-DE-1・N'・R・CEDUR・ 一 一

示 してい る。

例2

JOBJlLIBRARY←

USETABLFT4←

USEPROCEDURESTEPR←

END←

上 の例 は,LIBRARYにSTOI{Eさ れ てい るINPUTTABLEを 使 うこ とを 示 して い る。

例 ろ'

JOBNEWFILIＬIBRARYllJUIＬY4,19701T←

USEPROCEDURECONST←

USEdUTDATAD54B←

USEDATAD54A←

END←

上記 例 では1970年7月4日 までLIBRARYに 保 存 され る。 実 行時 には1lBUILD"A[NALYSIS

PROGRAMに てNEWFILEが 作 られ る。

■

'
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第7章

CONTROLSTATEMENT

GENERAL

CONTROLSTATEMENTはBASISSYSTEMと 次 の よ うな 目的 に よ って応 答 を可能 にす る。

a.USERIDENTIFICATIONの 登 録

b.JOBのEXEOUTION

c.ASSISTANCEの 要 求,DOCUMENTATIONの 提 供,TEACHERINQUIRYの 応答

d.DATAのINPUT

カ
e・USERSLIBRARYのLOAD,DUMP

CONTROLSTATEMENTは ,い か な るDEFINITIONに も属 さな い 。故 に このSTATEMENTは

LIBRARYにSTOREさ れ ない 。

2～5のCONTROLSTATEMENTは,実 行 に働 く。

このSTATEMENTに は以 下 の 説 明 でSTATEMENTNAMEの 右 上 にtt*!1を 付 す。

上記 以外 の大 部分 のCON"VROLSTATEMENTは 実行 中 には 働 かな いSTATEMENTで あ る。

、

USERIDENTIFICATION

このSTATEMENTは"USER"で は じま り,次 にOPTIONCOMMENTが 続 く,そ の後 に －Tlが 入 り,

IDENTIFICATIONNUMBERが 続 く。

例

USER==24←

USERS.CHARLESTON;76←

USER=55"JULY5,1968tT←

このSTATEMENTは,USERFILEの 最 初 のSTATEMENTで なげ れぱ なら な い。

このSTATEMENTは,BASISSYSTEMに 使 用 者 を登 録 す る。

usE.RIDENTIFICATIONNuMBERは,1～99ま で の整 数 であ る。各 使 用者 は,uNIQuEな

IDENTIFICATIONNUMBERを もち,BASIS使 用に あ た って は,使 用 者 は必 ず このNUMBERを 使 用

しなげ れ ば な ら ない 。

遠 隔地 使 用者 は,BASISSYSTEMか らの要請 に よ って こ のIDENTIFICATIONNUMBERを 入れ る。

OPTIONのDATEFIELDを 用 い る こ'とに よ り,BASISに 既 に与 えてあ る日付 を変 えて全 てのREPORT

の 日付 と してPRINTさ れ る。

この機 能 は,そ の使 用状 況 に よ って必 ず しもBASISに 与 えら れ て い る 日付 で は ないREPORTをPRINT-

OUTす る場 合 によ く使 用 され る。
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EXECUTESTATEMENT

こ のSTATEMENTはiTEXECUTE"で は じま り,COMMAで 区切 られ たJOBNAMEのLISTが 続 く。

例

EXECUTEJOBCOR←

EXECUTEJl,」2,J5←

こ のSTATEMENTに よ って現在DISKにSTOREさ れ てい るJOBを 開 始 す る。 実 行 はJOBLISTに 従

っ て順 に行わ れ,あ るJOBが 実 行 不 能 にな る と,そQ後 のJOBは 実 行 され ない 。

DATAFOLLOWSSTATEMENT

こ のSTATEMENTはiiDATAFOLLOWS"よ りな ってい る。

例

DATAFO肌OWS←

このSTATEMENTの す ぐ後 にINPUTDATAFILEが 続 く。

このSTATEMENTは,そ のDATAを 読 み込 むJOBの す ぐ後 にのみ使 わ れ る。

DATAFOLLOWSSTATEMENTの 後 に くるINPUTDATAは 次 の どち ら か であ る。

a.FIXEDFORMATDATA

任 意 のFORMATで もR-TYPEのEDITINGPHRASEを 使 っ て正 確 に読 め る。FIXED

FORMATの 観 測 値 はDATADEFINITIONで 指 定 した とお りのRECORD数 を もたね ば な

ら ない 。FIXEDFORMATのDATAは 最初 のCOLUMNか ら情 報 を 読み こむ こ とは で きない 。

も し最初 のCOLUMNか ら読み とら なげ れ ば なら な い時 はINPUTDATAはUSERFILEで

な く別 のFILEか ら読 み とら ねぽ なら な い。

REMOTETERMINALか らはINPUTで きない 。

b.FREEFORMATDATA

こ のRECORDはstCOMMAで 区 切 られ た数列 でGRU)UPMARKで 終 る。

例

3.4,56,75,0←

5.2,4.5,2]E】20← ・

FREEFORMATDATAINPUTの 各 々 のSTATEMENTflv・ つ の観 測値 を表 わ してい る。

各 々の観 測値 は最 高 ろ0変 数 ま で持 つ こと がで き る。

も し,観 測値 がDATADEFINITIONで 定義 した変数 の数 よ り少 い 場 合 は,MISSINGDATA

CODEが 足 りない 部分 に入 る。
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●

EORENDSTATEMENT

こ のSTATEMENTは,|IE1!又 はt,ENDTIと そ れ に続 くOPTIONALNUMBERよ りな る。

例

E←

END←

ENDOFINPUTDATA←

このSTATEMENC・t,DATAFILEの 終 りを示 す。

も し,FILEがFIXEDFORMATで あ れ ばCARDの1COLUMNにEが 打 たれね ば な らない 。

FRFEFORMATな らぱENDSTATEMENTを 入 れ なけれ ば な らな い 。

"こ の後 に 別 のCONTROLSTATEMENTカ;新 しL"DEFINITIONが くる と再 びSYSTEMは 再開 され る
・

COMMENTSTATEMENT

このSTATEMENTは'・COMMENT・Tで は じま り,次trCCOMMENTが 続 く'。

例

COMMENTNOWENTERFREEFORMATDATAFILE←

こ のSTATEMENTはBASISSYSTEMに 何 ん ら影 響 を与 えな い 。

TEACHERSTATEMENT

このSTATEMENTは,1|TEACHt|ま たは"TEACHERiiで は じ ま り,そ の後 にOPTIONのCOMMENT

が続 く。

例

TIi】ACHER←

TEACHERASSISTANCEPIＬEASE←

このSTATEMENTで,TEACHERMODEでBASISを 使 用す る こ とが で きる。"SOLO"STATEMENT

θ

を 入 れ る までSYSTEMは このMODEで 使用 者 と応答 す る。

このSTATEMENTは,REMOTETERMINALを 用い ると きのみ 使 え る。

SOLOSTATEMENT*

こ のSTATEMENTは,TTSOLOt|で は じ ま り,そ の後 にOPTIONのCOMMENTが 続 く 。

例

SOLO←

SOLOMODENOW,PLEASE←

このSTATEMENTに よ り,SYSTEMをSOLOMODEに 戻 す こ とが で きる。 こ のMODEに な る とSYSTEM

との応 答 は 中止 さ れ,使 用者1ま単 独 にSYSTEMを 使 用 しなげ れ ば な らな い。
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もし,こ のSTATEMENTが,SOLOMODEの 時 に入 って来 る と,ERRORINPUTと み な され る。

SOLOSTATEMENTは,CARDREADERか ら入 れ るこ とは で きない 。CARDREADERか らBASIS

STATEMENTを 入 れ る場 合 は,必 ずSOLOMODEで なけ れば な らない 。

レ

EXPLAINSTATEMENT*

このSTATEMENTは,"EXPLAINltで は じま り,そ の後 にOPTIONのANALYSISPROGRAM

NAME,KEYWORD,他 のSUBJECTTITLEが 続 く。

例

EXPLAIN←

EXPLAINUNIVAR←

EXPLAININPUTLIST←

このSTATEMENTは,使 用 者 にSYSTEMDOCUMENTATION)2与 える。

も し,こ のSTATEMENTが1|EXPLAINllの み の場 合 は,す ぐ前 に発生 したERRORの 状 況 のMESSAGE

を示 す。

このSTATEMENTは,使 用者 が特 定 のERRORの 理 由 がわ か らず,さ ら に詳 しい説 明 を欲 しい場 合 に役立 つ 。

も し,こ のSTATEMENTがANALYSISPROGRAMNAMEを 持 って い る場 合 は,こ のANALYSIS

PROGRAMの 目的,特 性,OUTPUTFORMAT,PARAMETER,そ して その使 用例 をMESSAGEし て

くれ る。

も し,SUBJECTTITLEが 続 く場合 は,KEYWORDのDEFINITION或 は そ の 目的 をMESSAGEし

て くれ るREMOTETERMINALを 用 いて い る場 合 は,こ のINFORMATIONはREMOTETERMINAL

に,CARDREADERを 用 い て い る場 合は,LINEPRINTERに 打 出 され る。

このSTATEMENTは,SOLQ/TEACHERMODEに 関 連 な く使用 で き る。

●

LOADSTATEMENT

このSTATEMENTは,liLOAD"よ りな る。

例

LOAD←

このSTATEMEN[1]It,CARDREADERか ら も入 れ る こ とがで きる 。

このSTATEMENTに よ り,LIBRARYTAPEをDISKにLOADす る。

使 用 にあ た っては,USERSTATEMENTの 後 に続 け る。

LOADさ れ るLIBRARYTAPENAMEはBASnnで あ り,nnはIDENTIFICATIONNUMBERを

示 す。'

●
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●

DUMPSTATEMENT

このSTATEMENTは,11DUMPBASIStlで は じ ま り;OPrrIONのCOMMENTが 続 く。

例

DUMPBASIS←

DUMPBASISUSERLIBRARYTOTAPE←

DUMPSTATEMENTに よっ てPERMANENTFILEと してLIBRARYTAPEが 作 られ る。

このLIBRA[RYTAPENAMEはBASnnと な り,nnはIDENTIFICATIONNUMBERを 示す 。

ABORTSTATEMENT*

こ のSTA'rEMENTは,1|ABORT"で は じ まり,そ の後 にOPTIONのCOMMENTが 続 く。

例

ABORT←

ABORTTHISDEFINITION←

ABORTSTATEMENTに よ り,現 在 実行 中 のJOB・ が 中断 され る。

新 しいDEFINITIONか 或 はCONTROLSTATEMENTを 受け と る とSYSTEMを 再 開 す る。

QulTSTATEMENT*

このsTATEMENTは,"QUIT"で は じま り,そ の後 にOPTIONのCOMMENTが 続 く。

例

QUIT←

QUITTHIssESSION←

このSTATEMENTはUSERFILEの 最 終STATEMENTで,こ のSTATEMENTでSYSTEMの 実行 が

終 了 す る。

EXAMPLES

下 に示 した例 は,実 際 のUSERFILEで あ る。

通 常はUSERFILEに は,DEFINITIONは あ るが,な くて も よい。MCPに 関 す るCONTRtOL

STATEMENTは5章 のSYSTEMUSERを 参 照 せ よ。

例1

USERDLR=ろ4←

LOAD←

EXECUTESTEP1←

QUIT←

これはLIBRARYか らLOADし,実 行 させ る例 で あ る 。
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例2

USERDI、R=t54～'JULY6,1969TT←

EXECUTEST4←

DATAFOLIＬOWS←
●

5,4

2,6

5.6,

5・0,

6,2

END

DUMP

QUIT

REMOTE

TAPE

←

←

2.4←

3.9←

←

←

BASIS←

←

USERがJOBを 実行 させ,

COPYを え る例 で あ る。

FREEFORMATDATAFII、Eを 与 えて,USERI、IBRARY
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第8章

DEFINITIONUPDATECAPABILITY

GENERAL

JOB,PROCEDURE,DATADEFINITIONは 順番 に参 照 し,実 行 し,更 新 す る ため にUSER

LIBRARYにSTOREさ れ て い る。 この章 で はSYMBOLICLEBELで,こ れ はLIBRARY

DEFINITIONの 保 存 に関 す るBASISSYSTEM特 有 の更 新 機 能 に つい て述 べ る。'

た とえば 分析 のINPUTと してDATAFILEで は未 定義 の変 数 を使 う場合 には,更 新 を必 要 とす る。

DATAFILEの 完 全 な 再 定義 よ り.そ の変 数 のDEFINITIONSTATEMENTを 与 えれ ば よい。

古 い もの を新 しいDEFINITIONと 変 更 してLIBR,ARYにSTOREす る。

さ らに更 新 機 能 に よ り指 定 したDEFIMTIONのDISPLAY,PRINT,削 除,PUNCHが 可能 であ る。

自分 のDEFINITIONのLISTのDICTIONARYが 欲 しい時,す な わ ち,更 新機 能 に よ って

DEFINIT .IONをPUNCHCARDで 保 存 で き る。

DEFIMTIONのLIBRARYCOPYは 使 用者 が与 えたSTATEMENTとSCALNNERVaよ り作 られ る

DEFINITIONのEQuvALENTINTERNALTABLEを 示 して い る 。使用 者 が す る こ とは

DEFINITIONを 修 正だ け であ る。BASISがDEFINITIONを 再 びSCANし て ,そ してINTERNAL

TABLEを 再 構成 す る。

uPDATEsPECIFICATIONはJOBupDATEsTATEMENTで 始 ま りENDsTATEMENTで 終 る
。

例

JOBUPDATE←

■

●

●

END←

SPECIFICATIONとDEFINITIONは 類似 す る が,2つ の点 で異 な る。最 初UPDムTESPECIFI--

CATIONはLIBRARYにSTOREさ れ な い。次 にSPECIFICATIONで のSTATEMENTの 順 番 は意 味 を

もつ。1つ のSTATEMENTが1つ のJOBを 実 行。 こ のSTATEMENTは 現 実 にはSYSTEMに 対 す る個 々

の命 令 であ る。

更 新 の過 程 は3STEPか ら な る。

A.FETCH

B.UPDATE

C.RETURN

指 定 したDEFINITIONは まずDISKUSERLIBRARYか ら ,一 番 初 め のWORKAREAにFETCH

され る。 つい でDEFINITIONに 各STATEMENTを 挿 入 ,削 除 に よ りDEFINITIONを 更 新 す る。
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最 後trcDEFINlTIONのSYNTAXCHECKを 行 い,SYNTAXOKな ら,そ れはLIBRARYに もどされ

るo

DEFINIT'IONの 個 々 のSTATEMENTは 順 番 に1か らnま で の番 号 を つけ ら れ る。STATEMENTの 番 号

はDISPLAY上 のDEFINITIONのLISTに 示 され る。LIBRARYVERSIONのSTATEMENT

NUMBERは 定 義 時 にHARDCOPYにPRINTさ れ る もの と同 じであ る 。 しか し同'じタイ プの が何回 も登

録 され て も前 の ものが 削除 さ れ る場 合 は 除 く。 も しSTATEMENTNUMBERが 疑 問 であれ ばLIBRARY

DEFINITIONをDISPLAYす る かPRINTす れば 良 い 。STATEMENTは 連 続 番号 で参 照 され る。

新 しいSTATEMENはn・m型 のSTATEMENTNUMBERを つ げ れば現 在 あ るSTATEMENTの 間 に挿 入 さ

れ る。 た とえば,も し新 しいSTATEMENTをSTATEMENT16と17の 間 に挿 入 した い時 は新 しい

STATEMENTNUMBERは16・5と す る。mは1～9迄 の1桁 の数 であ る。だ か ら,DEFINITIONの

2つ のSTATEMENTの 間 には9つ ま で のSTATEMENTを 挿 入 可 能 で あ る。,

更 新 されたDEFINITIONがLIBRARyに も どされ る時 は,STATEMENTNUMBERは1か ら始 ま る

連 続整 数 で あ る。

STATEMENT

次 のSTATEMENTのDISPLAYはCARDREADERに}ま 使 えな い 。

JOBUPDATESTATEMENT

このSTATEMENTは1|JOBUPDATE|1で 始 り,そ の後VcOPTIONのCOMMENTが 続 く。

例

JOBUPDATE←

JOBUPDATEMUSTBEPERFORMED←

JOBUPDATESTATEMENT,そ の後 に一 連 のSTATEMENT,最 後 にENDSTATEMENTが きて,

UPDATESPECIFICATIONを 構 成 す る。

DOCUMENTま た はREMOVESTATEMENT・

こ のSTATEMENTは"PRINT",liDISPLAY't,"R,ELETE",iTPUNCH"で 始 ま り,そ の 後 に

DEFINITIONのTYPE,DEFINITIONNAMEカ ミ続 く。

例

PRINTJOBJOB1←

DELETEPROCEDUREPI、OTIV←

PUNCHDATADECK47∈ 一

こct)STATEMENTで 次 の こ、とが 実 行 で き る 。

A.11PRINT1「 に よ っ てDEFINITIONSTATEMENTがON-・LINEPRINTERにLIST
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▼

さ れ る 。1行 毎 にSTATEMENTがLISTさ れ,STATEMENTの 連 続 番 号 が 付 く。

B."DISPLAYii}:STATEMENTが 最 初 に入 っ たREＬMOTETERMINALに 出 て く る
。

C."PUNCH"はCARDPUNCHに 出 て く る以 外 はtTPR,INT`1と 同 じ で あ る 。LINENUMBER-

NUMBERはPUNCHさ れ な い 。

D."REMOVE"はDEF】NITIONをUSERLIBRIARYか ら 除 く
。

A～Dの 場 合DEFINITIONの 現 在 のLIBRARYVERSIONを 参 照 す る
。

UNIVERSALDOCUMENTま た はREMOVESTATEMENT

このSTATEMENTは"PRINTlt"DISPLAyi11,R,EMOVE,i|iPUNCH"で 始 ま り
,そ の後 に1|ALL「1,

DEFINITIONのTYPE,OPTIONのCOMMENTが 続 く。

例

PRINTA.1,LPROCEDURESINMAYI、IBRARY←

PUNCHAI、LDATA←

REMOVEALLJOBS←

このSTATEMENTはDOOUMENT,REMOVESTATEMENTと 同 じ機 能 で あ る
。 しか し相 違 点 は 同 じ

TYPEの 全 てのDEFINITIONを このSTATEMENTで 参 照 で きる こと であ る
。 このSTATEMENTは

一 般 にBACK-UPLIBRARYを 作 る時 に使 用 され る
。

REMOVETABLESTATEMENT

このSTATEMENTは11REMOVETABLEl1で 始 ま り,そ の後 にTABLENAMEが 続 く。 、

例

REMOVETABLEMATRX2←

このSTATEMENTに よ って,こ のTABLEはUSERLIBRARYか ら 指定 したTABLEを 取 り除 く
。

多 変量 分 析PROGRAMのINPUTと して 使 うため にCORRELANALYSISPROGRAMで 総統 計量 と相

関 係数 のTABLEを つ く る。

FETCHSTATEMENT

このSTATEMEMは"FETCH"
,で始 り'DEFINITIONのTYPE.DEFINITIONNAMEと 続 く。

例

FETCHDATADECK54←

FETCHPROOEDURESTEP1←

このSTATEMENTに よ って修正 段 階 でLIBRARYに あ る特 定 のDEFINITIONのCOPYが 最 初 のWORK

AREAに お かれ る。LIBRARYCOPYは このSTATEMENTで 変更 され ない
。

DEFIMTIONは 変 更 前 に最 初 のWORKAREAに 持 って こ られ る。現 在 そ のWORKAREAに あ る
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DEFIMTIONは このSTATEMENTで 指 定 され るDEFINITIONに よってOVERI,AYさ れ る。

DlCTlONARYSTATEMENT

こ のSTATEMENTは"PRINT"ま た はTtDISPLAY"で 始 り,"DICTIONARY",OPTIONの

COMMENTが 続 く。

例

PRINTDICTIONARYOFMYDEFINITIONS←

DISPI、AYDICTIONARY←

こ のSTATEMENTに よ ってDICTIONARYのLISTがPRINTER又 はREMOTETARMINALに 打

ち 出 さ れ る。

そのREPORTはUSERLIBRABYVaあ るPROCEDURE,JOB,DATADEFINITION・'TABLE

であ る 。

も しPURGEの 聞 が あれ ば ・それ はDEFIN・TIONNAMEの 後 にUSTさ れ る・.

STATEMENTDOCUMENTま た はREMOVE

こ のSTATEMENTはDISPLAY,REMOVEで 始 ま り,STATEMENTNUMBERが 続 く。

例

DISPLAY15←

REMOVE23.5←

REMOVE2←,

このSTATEMENTは 最初 のAREAの 指 定 され たSTATEMENTe操 作 す る。

DEFINITIONがUSERLIBRARYか ら,最 初 にFETCHさ れ た 時DEFINITIONの 各STATE-

MENTは 連 続STATEMENTNUMBERを も って い る。

lNSERTSTATEMENT

こ のsTATEMENTは"INSERT"で 始 ま り,そ の後 にsTATEMENTNuMBER,QuOTATIONで 囲 ま

れ た挿 入 され るSTATEMENTが 続 く。

例

INSERT1011TITLE"FLOWANALYSIS-54.tt11←

INSERT34。9tlINPUTFILES501|1←

INSERTSTATEMENTに よっ てSTATEMENTNUMBERの 順 に最 初 のWORKAREAに 新 しい

STATEMENTを 挿 入 す る。 も し先 に入 って い るSTATEMENTがINSERTSTATEMENTのSTATE-

MENTNUMBERに 等 しいな ら,挿 入 され るSTATEMENT}tす で にあ るSTATEMENTと 置 き換 られ る。

挿 入 され るSTATEMENT、 はQuσrATIONで 囲 まれ る。STATEMENTは2重 のQUOTATIONで 囲 まれ
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湧

ワ

てい て も,誤 りでは ない。

挿 入 され るSTATEMENTのGROUPMARKは 省 略 さ れ る。 このMARKはSTATEMENTが 挿 入 され た 時

ノ

自動 的 に付 けら れ る。

RETURNSTATEMENT

このSTATEMENTは"RETURNT,で 始 ま り,そ の後 にOPrIONのCOMMENTが 続 く。

例

RETURN←

RETURNDEFINITIONTOLIBRARY←

このSTATEMENTの 実 行 に よ り,挿 入 され たAREAの 内容 をHBRARYのCOPYに 返 す 。

も しDEFINITIONNAMEが 修 正 され る とLIBRARYに1STOREさ れ る。LIBRARYの 古 い ものは そ

の ま まであ る。 もし新 しいSTATEMENTが 挿 入 され るか,削 除 され る とLIBRARYにDEFINITIONを

も どす よ り先 に新 しいSTATEMENTNUMBERが 目動 的 につ く 。

ENDSTATEMENT

このSTATEMENTは"ENDtiで 始 ま り,OP[[]IONのCOMMENTが つづ く。

例

END←

ENDOFUPDATEJOB←

このSTATEMENTはUPDATESTATEMENTの 終 りを 示 す。

EさAMPLES

次のはJOBUPDATEの 例 です。

例1

LIBRARYのDICTIONARYとLIBRARYのDEFINI'TIONのPUNCHDECKが ほ しい場 合,次

の よ うに す る。

JOBUPDATE←

PRINTDICTIONARY←

PUNCHALLJOBS←

PUNCHALLPROCEDURES←

PUNCHALLDATADEFINITIONS←

END←

例2

これ はDECK54と い うDATADEFINITIONのSTATEMENTNUMBER32の 後 に追 加 す る変数 の
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DATASTATEMENTを 挿 入 した い時 は次 の よ うに な る。

JOBUPDATE←

FETCHDATADECK34←

INSERT52.51'(74,XXX.X)"YIELD"tl←

RETURN←

END← '

'

L
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ANALYSlS

第9章

PROGRAM LlBRARY

GENERAL

BASISLIBRARYの 各ANALYSISPROGRAMに つ いて 説 明す る。 そ の構 造 は以 下 の通 りで あ る。

a .GENERALDESCRIPTION.PROGRAMの 機 能,OUTPUT,制 約 に つい て の説 明。

hPROCEDUREDEFINITION.PROGRAMNAME,INPUTSTATEMENTTYPE,

OPTIONと そ の意 味,PARAMETER,ATTRIBUTE,OUTPUTREPORTのNAME,

PROCEDUREDEFINITIONの 例 。

c.NOTES.公 式 や若 干、の注 意 。

DA、TAINSPECTION(LOOK)

GENERALDESCRIPTION

DATAFILEの 中 の特 定 の部 分をPRINTま たはDISPLAYす る。

MISSINGDATAの 範 囲 にあ る変 数 の値は そ の 旨を 指 摘す る。

a .選 ばれ たDATAの 値 が表 示 され る。

b .MISSINGDATAは 識 別 さ れ る。

このPROGRAMの 変 数は7変 数 迄。

PROCEDUREDEFlNlTION

PROGRAMNAMEは1`LOOKI1で あ る。

INPUTSTATEMENTTYPEはllINPUTLISTnで あ る。

OPTIONま た はPARAMETERは ない 。

IDATTRIBUTESTATEMENTで 指定 の特性 を もつ 変 数 の値 をPRINTす る。 これ に よっ て修 正の 必要

なDATAを 識 別 で きる。

IDATTRIBUTEの な い時 は,一 連 の番 号 がDATAに つ く。

tTPRINTALL,iま たは"DISPLAYALLiiでOUTPUTREPORTが 得 られ る
。

例

PROCEDUREIＬOOKA.T←

TITLE``DATAINSPECTIONOF68DETROITSALESDATAi,←

USELOOK←

INPUTLIST'TITEMATHtITEMDtt"IDEMF"

IDI,INVOICENOt'←

INCI、UDE"DISTRICT,t=14←

END←
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NOTES

INCLUDEま たはEXCLUDESTATEMENTで,

べ るべ きDATAだ け を含む よ うにす れ ば よい 。

このPROGRAMのOUTPUTの 量 を 省 く ことが で き,調

'

BASICSTATISTICS(STAT)

GENERALDESCRIPTION

このPROGRAMで 基 本 的 な統 計量 が得 ら れ る。

各 変数 につい て,以 下 のOUTPUTが あ る。

a .修 正 済 のN(MISSINGDATA)

b .Xの 総和

c .X2の 総 和

d .平 均

e .標 準 偏 差(不 偏)

f最 小値

9.最 大 値

■

扱 える変 数 は100ま で。

PROCEDUREDEFINITION

PROGRAMNAMEはvSTATiiで あ る。INPUrSTATEMENTTYPEはttlNPUTLIST"で あ る。

このPROGRAMに はOPTION,PARAMETER,ATTR,IBUTESTATEMENTは な い 。

"PRINTALL:`ま た はnDISPLAYALL"でOUTPUTが 得 ら れ る
。

例

PROCEDURESTEPILIBRARY←

USEBASIC←

INPUTLISTV1,T4,|,L4"←

T4-='V1/V2←

T41SIIVI/V2RATIOI`←

END←

▲

つ

NOTES

基本 的 な統 計量 の計 算 に おいて,各 変 数は 別 個 に考 える。 従 って各 変 数 の 統計 量 は修 正 済標 本 数を も『とに して

い る。
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β

標 準偏 差 は 不偏 で あ る。 公 式 は 次 の式 であ る。

S。D-SQRT〔(SUM(Xi-XBAR)*2/(N-1)〕

DATAPLOTTING(PLOT)

GENERALDESCRIPTION

PROGRAMはDATAFILEの 変数 または 変換 され た変 数(XとY)をPLOTす る。XとYのRANGEは 自

動 的 に決 まる が,OPTIONで 指定 して もよい。

PLOTす るCHARACTER,格 子eiOPTIOINで あ る。 指定 した変数 の複 数 の組 合 せ につ い て 各 々PLOTで き

る。 変数 の組は50組 ま で,DATAPOINTSは200ま で であ る。

PROCEDUREDEFINITION

PROGRAMのNAMEは,ipLOTitま た はiiGRAPHiiで あ る
。INPUTSTATEMENT

PAIRSItで あ る 。

■

・

a

b

C
●

d

TYPEはtlINPUT

|"NOGRID"格 子 を省 略す る
。 指定 しない と格 子 が 出 る。

11SAMEXSCALEIS

X軸 のRANGEを 全 て 同 じに してDATAPOINTを 全 てPLOTす る。 指定 のな い 時,

PROGRAMＬPARAMETERに ょっ て異 る。 〆

IssmaYSCALEi,

Y軸 のRANGEを 全 て 同 じ にす る。 ,

VSAMESCALE['

X軸Y軸 のRANGEを 全 て同 じにす る。

以 下 のPARAMErERが あ る。

aVPLOTCHARiS

PLOTす るCHARACTERの 指 定 。 な い 時 は*で す る。

bllXMINl,
■

X軸 の最 小 値。 指 定 の ない 時 はPROGRAMが 決定 す る。

ctlXMAXI3
●

X軸 の 最 大 値 。

dilYMINi1
●

Y軸 の 最 小 値 。

eIIYMAXls

Y軸 の 最 大 値 。

ATTRIBUTESTATEMENTは な い 。

iiPRINTALLt`ま た は1'DISPLAYALLiiでOUTPUTREPORTが 得 ら れ る
。
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例1

例2

PROCEDUREPLOT1←

USEGRAPH←

INPUTPAIRS(isLENGTHtl

END←

11PSItS)←

■

β

PROCEDUREXYZLIBRARY←

TITLEl,DATAPLOTTINGl

USEPLOT←

PLOTCHAR==`1.1`←

OPTIONS.AMEYSCALE←

XMIN=0.0←

INPUrPAIRS(T1.V10・

T1=LNU1←

TIISIILNVIl,←

ENDOFPROCEDURE←

←

・・V15)
,(1`L1{㌧`,L2`i)←

NOTES

異 るグ ラフを比 較 す る には`'SAMESCALEt`OPTIONを 使 うと よい。PLOTさ れ たDATAPOINTSの

数 とSCALEOPTIONに よ って失 な われ たDATAPOINTSの 数 が 示 され る。Xま たはYの 何れか が

MISSINGDATAの 時 は そのDATAPOINrSGtPLOTさ れ な い。DATAPOINTSが 殆 ん ど同一 の 軸

に偏 在す る ような らばSCALEのRANGEをASSIGNMENTSTATEMENTでSETす るかPI・OTす る前 に

あ る定 数 を か けて変 数 を変 換 す る こと もで き る。

対 象のDATAが200以 上 あ る時 は,最 初 か ら200bspLOTさ れ る。 変数XとYのLABELは 表 示 さ れ る。

b

MISSINGDATAIDENTIFICATION(MISDAT)

GENERALDESCRIPTION

PROGRAMは 変数 の観測 値 につい てMISSINGDATAの あ るLOCATIONを 示す 。MISSINGDATA

のあ っ たLOCATIONに は*が 示 され る行列 がOUrPUTさ れ る。

上 欄 に変 数,横 に観 測 が表 示 され る行 列で あ る。

また,総 て につい て

a各 変数 につ い てのMISSINGDATAの 数
●

bMISSINGDATAを0,↑,2,… …,70変 数 もつ 観 測 数 の ヒス トグ ラ ム 。
●
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'

PRINTEROUTPUrの 変 数 は70ま でで あ り,TERMINALOUTPUTは20ま でで あ る。

PROCEDUREDEFINITION

PROGRAMNAMEe:t1MISDAT',ま た は1`MISSINGDATAlsで あ る。INPUTSTATEMENTTYPE

は1`INPUTLISTi'で あ る。

このPROGRAMのPARAMETER}tiiMIN,,で ある。

,,MINtiI:itINPUTLIST,'の 変 数 につ い て行 列でOUTPUTす るMISSINGDATAの 最少 数 を指定 す る。

llMIN"の 指定 の ない 時 は0にSETさ れ る から全 てのMISSINGDATAが 表 示 され る。

IDATTRIBUTESTATEMENTに ょって行 列 の各 々 の観 測 はID変 数 の値 に よっ て区別 され る。指 定 の

な い時 は番号 に よって 区別 され る。

i,PRINTALLt`ま たはttDISPLAYALLi1でOUTPUTREPORTが 得 られ る。

例

PROCEDUREXILIBRARY←

TITLEtISTUDY485MISSINGDATAIDENTIFICATIONt,←

USEMISSINGDATA←

INPUTLISTV1…V50

MIN=4←

IDvSTUDENTNO"←

INCLUDEllSEXv=1ANDIiAGEi,GT21←

END←

NOTES

PROGRAMの1/OTIMEを 短縮 す るには',MINの 値 を大 き くして,MISSINGDATAの 少 ない観 測の

PRINTを 省 け る。

IDATTRIBUTESTATEMENTを 使 えば一 定 の数 のMISSINGDATAを もつ 観 測を 識別 で き る。

BUILDATRANSFORMEDDATAFlLE(BUlLD)

GENERALDESCRIPTION

BASISLANGUAGEのTRANSFORMSTATEMENTに ょ って新 しいDATAFILEを 作 れ る。

このPROGRAMのOUTPUTはDISKTAPECARDま た は編 集 してPRINTERで あ る。

OUTPUTFILE,INPUTFILEと もに100変 数 まで で あ る。
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PROCEDUREDEFINITION

PROGRAMNAMEはTiBUILD",INPUTSTATEMENTTYPEはvINPUTLIST11で あ る 。

⑦PTIONは 以 下 の通 り で あ る。

a,CARDS-OUTPUTMEDIAは.CARDで あ る 。
■

bTAPE-OUTPUrMEDIAはTAPEで あ る。

例

PROCEDURENEWFIL←

USEBUILD←

1!IDV=.t,IDV←

vSCOREi,-SUMVI ...V50←

'INCLUDE|`TYPE"
-1←

OPTIONCARDS←

END←

■

'

NOTES

llBUILDIiPROGRAMを 指 定 す るJOBDEFINITIONはINPUTDATADEFINITIONと

OUTPUTDATADEFINITIONを 指定 しな けれ ば な らない 。 等 号の 左側 の変 数 は 全 てOUTPUTFILE

の変 数 で あ り,右 側 の 変数 はINPUTFILEの それ で あ る。

ltINPUTLISTl`でOUrPUTの 変数 と してLISTINGさ れ た変 数は 新 しいFILEに 書 き こ まれ る
。

INCLUDE,EXCLUDESTATEMENTがINPUTFILEの 変数 を 参 照 で き る。 分析 に1つ も観 測値 が

INCLUDEさ れ なか った ときはOUTPUrFILEに 変 換 さ れた もの は 出な い。

OUTPUTDATADEFINITIONのFI'LESTAT}IMENTに お いてFILENAMEがPREFIXと

SUFFIXの 両方 を もってい る時,OUTPUTFILEは 自動 的 にDISKFILEに な る。OPTIONWORD

でOUrPUTMEDIAを 指定 す る。 指定 の な い時 はTAPEにOUTPUTさ れ る。

MISSINGDATAVALUEが 入 る可 能性 のあ るOUTPUTFILEの 変 数 に つい ては 全 てMISSING

DATARANGEを 指定 しな くて は な らない 。

●

,

UNIVARIATEANALYSISCUNIVAR

GENERALDFScRIPTION

1変 数 の度 数表,基 本 的な統 計 量 とヒ ス トグ ラフを作 る。 このPROGRAMのOUTPUTREPORTは3つ あ

るo

a .TABLE-1変 数 の度 数表 で 行 に つい て の度 数 値 と相 対 度 数 を表 す。 修 正 済 のN,平 均 値,

不偏 標 準偏 差 を 表 し,自 動的 に作 られ る。

b .HIST－ 各 変 数 につ い て 密度函 数 のSCALEを もつHISTOGRAMを 作 る。 指 定 のな い時
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■

〆

は 作 られ な い。

cCUMHIST－ 各 変 数 につ い て累 積 密度 函 数 のSCALEを もつHISTOGRAMを 作 る。

指 定 のな い時 は 作 られ ない。

PROGRAMは 以下 の制 限 が あ る。

a .変 数 は100ま で。

b .表 やHISTOGRAMの 変数 の 値 は1～100ま で の 整 数値 で0よ り小 さ い ものは0,100よ り

大 きい もの は100と して 扱 わ れ る。

PROCEDUREDEFINITION

PROGRAMNAMEはi'UNIVARtiま た はitHISTI,で あ る。INPUTSTATEMENTTYPEは

llINPUTLISTi,で あ り
,OPTION,PARAMETER,ATTRIBUTESTATEMENTは な い 。

◆

例1

PROCEDUREDIST←

USEUNIVAR←

INPUTLISTVl...VlO←

PRINTHIST←

END←

例2

PROCEDUREHIST2←

USEUNIVAR←

INPUTLISTT1,T2←

T1=SUMV1._V15←

T2;SUMVI,V,V12,V24.

TIISIIATTSCOREt'←

T21Si,MOTIVFACTORt,←

PRINTHIST,CUMHIST←

END←

..V36←

'

NOTES

DATAは1～100のRANGEに 入 る よ うに変換 して お く必 要 が あ る。 この た め にTRANSFORMATION

STATEMENTが 使 え る。 非 整 数値 は,度 数 分 布 にな る 前 に一 番 近 い整 数 値 に 四捨 五入 され る。 その 際 ・ド均 と

分散 は 四 捨 五入 の影 響 を うげな い。
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DIFFERENCEOFMEANSANDVARIANCEANALYSIS(TTEST,FTEST)

GFNERALDESCRlPTlON

2つ の標 本 のT検 定 とF検 定 を 行な う。 このPROGRAMのOUTPUrは 総 括 的 な統 計量,未 知 で あ るが等 しい

と仮定 した分散 を も とにTとF統 計 量 で あ る。

片 側,両 側 検定 に よる この統 計量 の有 意水 準 はOPTIONで あ る。

変 数 は最 大 は99ま で であ る。

PROCEDUREDEFINITION

PROGRAMNAMEはL`FTESTiti'TTESTitで あ り,INPUTSTATEMENTTYPEはIIINPUr

LIST,tで あ る。

OPTIONは 下 記 の よ うで あ る。

aONE-TAIL片 側検 定 で信 頼水 準 を決定。

し

bTWO-TAIL両 側 検 定 で 信 頼 水準 を決定 。 、

NOTES

両 方 のOPTIONを 指定 す る と片 側 検 定 が実 行 され る。 指定 のない時 は どち ら も実 行 されな い。

PARAMETERは ない。ATTRIBUTESTATEMENT,iSELECTvは 観 測 値 の属 す る標 本 を 示す1ま た

は2の 値を もつあ る変 数 を 選ぶ。

このSTATEMENTは 必要 で あ る。

1tPRINTALLilま たは,tDISPLAYALLI'でOTTPUTREPORTが 得 られ る
。

PROCEDURETEST2S←

TITLE"MACHINEXXXANDVARIABILITYANALYSIS,t←

USETTEST←

INPUTLIST"DIAMAI`,11DIAMB11,iiDIAMC"←

SELECTt,MACHINENOit←

OPTIONONE-TAIL←

DISPLAYALL←

END←

NOTES

統 計量 は,等 しい が未 知 の分 散 を も とに計 算す る。

信 頼 水 準はCA(M・FEBRUARY・ ・1968・ALOGRITHM522のFISHER(ROUTINE)を 使 用 した。
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,

TIMESERIESANALYSIS(TSA)

GENERALDESCRIPTION

あ る期 間 にわ た っ て測定 された40ま で の変数 のLISTの 分析 を 行 な う。

PROGRAMのOUTPUTは 次 の よ うな もの で あ る。

a .時 系 列DATAPOINTSのPLOT

b .傾 向線 のSUPERINPOSEとENDPOINT

c .観 測値 と平 均値,傾 向分析 とそ の誤 差

d .単 純 移動 平 均 また は指 数平 滑 法 に よ る予 測,各DATAPOINTの 予 測値 と誤 差,予 測 の

SUPERINPqSEDPOINrと その 他統 計 量 のOUTPUT

PROGRAMの 制陶 ま以 下 であ る。

a .変 数は最 大40ー までで あ る。

b .変 数 につい て のDATAPOINrは 最大200ま で であ る。

PROCEDUREDEFINlTION

PROGRAMNAMEはliTSAvま たは11TIMESERIESi,で あ る。

INPUTSTATEMENTTYPEはtllNPUTLISTvで ある。

OPTIONのt,NOSORTttを 指定 す ると,時 系列 につい て のSORTINGを 行 な わな い。

指 定 がない とSORTは 自動 的 に行 なわれ る。

PARAMETERは 以 下 の もの が あ る。

a .ALPHA指 数 平滑法 に よ る予 測 を行 な う。 そ の値 は0と1の 間 の 値で なけ れば な らな しb

b .TERMS単 純 移 動平 均 に ょる予 測を す る。0よ り大 きい 整数 で な けれ ばな らな い。

NOTES

観 測値 の時 間 の 間隔 は全 て等 しくな らな けれ ば な らな い。PARAMETERの ない 時,予 測 は され ない。

ATTRIBUTESTATEは1,TSAtiに は必 要で あ る。

そ れ はiilN,X)NTH|,,liDAYIt,ityEAR"で あ って,こ れ らの変 数 は観 測 さ れ た.グ レ ゴ|〕暦 の月,日,年

(001～99と1900～1999)で あ る。

llPRINTALLt,,iDISPLAYALL,sに ょってOUTPUTREPORTを うる
。

PROCEDURETSAII←

USETIMESERIES←

TITLEvCONSUMERPURCHASINGOFBRANDAANDBRANDBIi←

INPUTLISTi,BRANDAl),11BRANDBv←

MONTHtiMONTHtt←

YEARi:YEARl'←
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DAYilDAYIi←

TERMS-7←

PRINTALL←

END←
◆

NOTES

ATTRIBUTEVARIABLEのMONTH,DAY,YEARにMISSINGDATAが あれ ば ,JOBは 行 なわ

れ ない 。

分 析 の さい,変 数 がMISSINGDATAの 時 は もっ と も近 くに あ る変数 値 の平 均 値を 使 い,そ の こ とが1`A"

とい うCHARACTERで 示 され る。

変数 の系列 で最初 のm個 又 は最 後 のP個 が連 続 してMISSINGDATAの 時,そ れ らは 省 略 され,そo、 こと

が 表示 され る。pATAが200以 上 の時 は最 初 か ら200個 までが 分析DATAと な る。

同一 のDATAFILEに つ い ては 同一 の 予 測法 が指定 され ね ば な らな い。

¶

ONE-WAYANALYSlSOFVARlANCE(ANOVA1)

GENERALDESCRlPTlON

99変 数 ま での 分 散 分析 をす る。GROUPの 数は2～55ま でで ある。

OUTPUTは 以下 の ものが あ る。

a .各 々 の処理GROUPの 総 括的 な統 計 量。

b .分 散表 の分 析

c.F統 計 量 の信 頼 水 準

PROCEDUREDEFINITION

PROGRAMNAMEは"ANOVAITIま た はL'ONE-WAYANALYSISOFVARIANCEttで あ り ,

INPUTLISTはINPUTSTATEMENTTYPEで あ る。

OPTION,PARAMETERは な い 。ATTRIBUrESTATEMENrか0～52の 変 数 の 値 を と り,観 測 値

の グ ル ー プ を 作 る。

こ のATTRIBUTESTATEMENTは 必 要 で あ る。t

tipRINTALLvIiDISPLAYALLiiでOUTPUTREPORTが 得 ら れ る
。

例

PROCEDUREANOVALIBRARY←

TITLEi,ANALYSISOFCORROSIVERESISTANTPAINTS"←

USEANOVA1←

INPUTLISTi,WEIGHrLOSS"
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,

SELECTiiTREATMENTi,←

PRINTALL←

END←

NOTES

処 理す るGROUPは 必 ず しも0か ら順 につけ る必要は ない。GROUPの 番号 は0で な いNj(j=O… ろ2)

に よって決 め ら れ る。

BlVARlATETABLEGENERATlONANDANALYSlS(BlVAR)

GENERALDESCRIPTION

PROGRAMは50組 の変 数 の2変 数 表 を作 り,統 計 的処 理 をす る。

OUTPUTは2つ あ る。

aTABLE:2変 数 表

1)行 の度 数

2)行 和の 相 対度 数

ろ)列 和 の相 対度 数

4)総 和の相 対 度数

b .STATISTCS:こ のREPORTに は 次 の統 計量 が 必要 で あ ろ う。

1)カ イ 自乗,自 由度,信 頼水 準 と相 対度 数

2)KENDALLのTAU

ろ)GOODMAN-KRUSKALのGAMMA

変 数は50組 までで そ の値は0～9で な けれ ばな らな い。

PROCEDUREDEFlNlTION

PROGRAMNAMEはt'BIVARsii,CONTINGENCYANALYSIS11で あ る。INPUTSTATEMENT

TYPEはttINPUTPAIRStTで あ る。

OPTIONは 以下 の と お りで あ る。

・

●

■

・

・

.

a

b

C

d

e

f

RAW

ROW

COLUMN

TOTAL

TAU

GA]ViMA

PARAMETERATTRIBUTE

行 につ い て の度数分 布表で あ る。

行 に つ いて の 相対度 数分 布表で あ る。

列 につい ての相 対 度 数 分 布表 で ある。

総 和 につい て の相 対 度 数分 布表 で あ る。

各 表 に つい て のKENDALLのTAUがREPORTさ れ る。

各 表 につい てGOODMAN-KRUSKALのGAMMAがREPORTさ れ る。

STATEMENTは な い。
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表9-1はOUTPUTREPORTの 要 求 され な い時 に*に つ い てはOUTPUTさ れ る。

表9-1

0utputReports Defaults

TypeUser TABI、E STATISTICS

CRUser *

RemoteUser *

/

4

鵬

PROCEDUREXXXLIBRARY←

USEBIVAR←

TITLEl'F'IELDTRAININGANALYSISt'←.

INPUTPAIR(ilGROUPt',t'FIELDSv),(V2,V4...V6)

PRINTSTATISTICS←

OPTIONSCHISQTAU←

EXCLUDEi,AGEIILT21←

END←

NOＴES

カ イ 自乗,自 由度,信 頼水 準,分 割 表 は 自動 的 にSTATISTCS

OPTIONに よ ってTAuとGAMMAがREPORTさ れ る。

OPTIONに よ り最大4つ の表 が 得 られ る。

REPORTに 含 まれ る。

LlNEARCORRELATIONANALYSlS(CORREL)

GENERA⊥DESCRIPTION

変数 の1}ス トの全 ての 組 の相 関係 数 がREPORTさ れ る。

以下 のOUTPUTREPORTが あ る。

aMATRIX:相 関 係 数 の 行列 で あ る。

自動 的 に作 られ る。

bDETAIL:各 変 数 の組 につ いて 以下 のREPORTをOUTPUTす る。

1)Xi,Xjの 総 和

2)Xi,Xjの 標 準 偏 差

3)N

4)Rij

5)RijのT統 計量

令
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●

DErAILのREPORTはOPTIONで あ る。

PROCEDUREDEFINITION

PROGRAMNAMEは',CORRELt,ま た は"LINEARCORRELATION,,で あ る
。INPUTSTATE_

MENTTYPEはIIINPUTLISTt,で あ る。 ノ

OPTIONのSAVEに よ っ てUSERLIBRARYをRUNの 終 了 と 同 時 に 作 成 す る こ と が で き る
。STOREさ

れ た 表 はSAVEと い う命 令 の 使 わ れ たPROCEDUREDEFINITIONの 名 で あ る。

PARAMETER,ATTRIBUTESTATEMENTは な い 。

PROCEDURECORELLIBRARY←

TITLEIiCORRELATIONANALYSISOFB54DDATAI:←

USECORREL←

INPUTLISTV1...V20←

EXCLUDEV24=10rT26-0←

T26=IFV50-・OANDV57ア ≦5.2THENOELSE1←

OPTIONSSAVE←

PRINTDETAIL←

ENDDEFINITION←

NOTES

USERLIBRARYにSTOREす る表 はuNIQuEで なけ れば な らな ・'。

SlMPLELlNEARREGRESSlON(REGRES)

GENERALDESCRlPTlON

これは変 数Xと 変数Yを 対 と した回 帰統 計 量 を 計算す るた めのPROGRAMで あ っ て,そ のOUrPUTは 次 の

3つ の部 分,a,b,cよ りな っ てい る。

a .MAIN… これ は要 求が な く とも作 られ,各 々の 変数 の対 に対 して以 下 の5つ か らな る。

1)YのXの 回 帰 方程 式 の係 数a及 びb

2)標 準 誤 差

5)N

4)相 関 係 数

5)分 散 比

b .SCATTER… 回 帰直 線 とDATAのSCATTERDDIAGRAMで あ り,OPTIONで あ る。

c .RESIDUALS…Yの 観 測 値 と予 測値 の聞の 残差 をPLOTし た もの でDURBIN-WATSON

のD統 計 量 も計 算す る。
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こ の プ ログ ラム が扱 い得 る変 数 の対 の 数 は50個 まで であ る。

PROCEDUREDEFINITION

こ の プ ロ グ ラ ム の タ イ トル は1,REGRESt,ま た はvLINEARREGRESSIONI1で あ り,INPUT

STATEMENTのTYPEはvlNPUTPAIRSvで あ る。

i'FORCEZEROi,と い うOPTIONを 使 用 す る こ と が 出来 る
。 も し,こ れ を 使 っ た 時 には,回 帰 線 は 原 点 を

通 る よ う描 か れ る。

こ のPROGRAMに 対 し て はPARAMETERもATTRIBUrESTATEMENTも な い 。

次 に 示 す の は そ のPROCEDUREDEFINITIONの1例 で あ る。

PROCEDUREXYREG←

TITLE,!PLACETITLEINFOHEREii←

USEREGRESSION←

INPUTPAIRS(V1,V2),(V2,V1)←

COMMENTABOVEINPUTLISTPRODUCES

REGRESSIONOFYONXANDXONY←

PRINTSCATTER←

END←

4

NOTES

も し も,SCATTERな い しはRESIDUALSが 作 られ る時 は,

DATAPOINTが 含 まれる。

これ ら のOUTPUTに は最 大200ま で の

WILCOXENPAIREDCOMPARISONTEST(WILCOX)

GENERALDESCRIPTION

この プ ログ ラムは50個 まで の 変 数 の対 に対 してWILCOXENの 比 較 テス トを 行 う。

この プ ログ ラムの扱 い得 る変 数 の 対 と各 々の 対 に対 す るDATAPOINTの 数 はそ れ ぞれ50と200で あ る。

,

●

PROCEDUREDEFINITION

このPROGRAMの タ イ トル はi'WILCOXti或 はllWILCOXEN"で あ り,INPUTSTATEMENTは

1,INPUTPAIRS"と 書 か れ る
。 又,こ のPROGRAMに 対 してOPTION,PARAMETER・

ATTRIBUTESTATEMENTは な い 。OUTPUrをPRINTERに す る かDISPLAYに す る か は"PRINT

ALL,|かt,DISPLAYALL"で 指 定 出来 る3次 にPROCEDUREDEFINITIONの1例 を 掲 げ る。
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PROCEDUREXXX←

USEWILCOXEN←

INPUTPAIRS(11SCOREAI,,ltSCOREBIt),(1|SCORECilt'lSCOREDII)←

PRINTALL←

END←

◆

NOTES

差 はXか らYを 差 し引 く ことに よ り得 られ る。

MU」 工]1!L. .1LSI[.!!1.!IB.ESESTEPREGRESSIONSTEPR)

GENERALDISCRIPTION

このPROGRAMは 段 階式,多 段線 形 回帰 を計 算す るPROGRAMで 分.析の各段 階 におい て 誤 ・差平 方 和 に最 大 の

減 少を もた らす 変数 が1つ 付 加 さ れる。 変 数を 算入 す るか,削 除 す るかを 決 め るF－ 水 準 は使 用 者が 決 め る。

このPROGRAMに 対 す るOUTPUTは 次 の3つ のREPORTが ある。

a .STEPS分 析 の各段 階 にお いて,こ の レ ポー トは 次 の6つ を 含 む。

1、 方 程式 に 含 まれ る。 変 数 の回帰 係数,標 準誤 差,削 除 す るF値 。

2、 方 程 式 に含 ま れな い 変数 に対 す る,Fの 入 値 と偏相 関 係数

3)多 重R

4)推 定 値 の標 準誤 差

b .TABLEこ の レ ポー トは平 均.標 準偏 差,共 分 散 行 列,相 関 行 列 であ る。

c .RESIDUALSこ のREPORTはXの 値,Yの 観 測 値のPROT計 算 さ れ たYの 値,残 差 と

DURBIN-WATSONのD統 計 量 か ら成 る。

このPROGRAMは 全 て の回帰 に おい て,最 大100個 まで の変数 を とる こ とが で き る。

■

レ

PROCEDUREDEFINITION

このPROGRAMNAMEitSTEPRv又 はiiSTEP-REGRESSIONi,で あ り,INPUTSTATE-

MENTはvINPUTGROUPS,1と 書 かれ る。

それ ぞれ のグル ープ は最後 に従 属 変 数 を持 って行 き,そ れ が 回 帰を 表 わす こ と にな る。

OPTIONに は 次 の ものが あ る。

a.COVARIANCE

共 分散 行 列 はTABLEの 中 に含 まれ て い なけ れ ば な らな い。

b.CORRELATION

相 関行 列 はTABLEの 中 に 含 まれ てい な け れば な ら ない。
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使 用で きるPARAMETERは 次 の2つ で あ る。

aFINCLUDE

回帰 方 程 式の 中 に或 る変 数 が 含 まれ るべ きか 否 かを 調べ るた め にF水 準 は 必要 で あ る。 もし使用

者 が指 定 して い な けれ ば,そ の 値は0.01に と られ る。

bFDELETE
■

回帰 方 程 式か ら或 る変 数 が 削除 され るべ きか否 か を 調べ るた め にF水 準 は必要 で あ る。 も し指 定

され てい な けれ ば そ の値e:O.005に と られ る。

このPROGRAMに 対 し,ATTRIBUTESTATEMENTは な い。 特 別 の指 定 の な い時 のOUTPUTは 表9-

2に 示 されて い る。

◆

も

表9-2

0UTPUTDEFAULT

STEPS TABLE RESIDUALS

CRUSER * *

REMOTEUSER * *

PROCEDUREDEFINITIONの1例 を 次 に 掲 げ る。

PROCEDURETEST←

USESTEP-・REGRESSION←

INPUTGROUPS(Vl...V5),(V7,V2

PRINTRESIDUALS←

OPTIONCORRELATION←

END←

'LII㌧1lL2")←

COCHRANSTESTONo,1VALUEDVARlABLES(QTEST)

異 った 取 り扱 い の間 に成 功 か失 敗 か の差 異 が存 在す る か ど うか を 決定 す るの に使わ れ る。CHOCHRANの

Q－ 統 計量 を このPROGRAMで 計 算 す る。

このPROGRAMか らのOUTPUTは 次 の もの で ある 。

a .MISSINGDATAや0又 は1の 値 を変 数 が もた な いた め に 分析 か ら削除 されtege測 値 の数

b .各 々の処理 に おけ るSUCCESSの 数

c.Y(K),Y(K)*2及 びTBARの 総 和

d .Q－ 統 計 量

このPROGRAMで は一 度 のDATAの 走 査 につ き,1つ のQTESTし か 出来 ない し,ま た,比 較 処理 され るグ

ル ー プの 数は 最 大100個 まで で あ る。 取 り扱 わ れ る変数 の値 は0か1で あ る。

、
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このPROGRAMNAMEt`QTES'1'uかt'COCHRANiiで あ り,INPUTSTATEMENTは'tINPUT

L1ST"と 書 か れ る。

こ のPROGRAMに 対 し て,OPTIONPARAMETERやATTRIBUTESTATEMENTは な い 。

OUTPUTをPRINTERに す る かDISPLAYに す る か は"PRINTALLitか1`DISPLAYALL"で 決 ま

る。

PROCEDUREDEFINITIONの1例 を 次 に 掲 げ る。

PROCEURECOCH←

USEQTEST←

INPUTLISTT1,T2,T5←

T1=IFVlGT60THENlELSEO←

T2==IFV2GT60THENlELSEO←

T5=IFVろGT60THENlELSEO←

DISPLAYALL←

END←

■

$
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APPENDIXC

STATEMENTS

Statement Use Page Examples

Reference

Data Definition Statements

DATA- Indicatesthebeginning 23 DATADECK34←

ofadatadefinition. DATATP57LIBRARYll12/51/6811←

TITLE Containsdatafile 25 TITLEl,BOSTONDISTRICTSALESDATA一

identificationforhead一 19681,←

ingsofanalysisreports TITLE1`STUDY4・85.DECK54"←

Variable Specifiesthelocation, 24 (15,2)ltAGE18=0←

Definition format,label,and (2/76,XX)1lMONTHI1←

missingdataranges◆f 41'TEMPERATUREl1←

avariable.

FILE Specifiesthelabeland 25 FILEKARDS←

structureofadata FILEDD54(10,50)←

file. FILE*←

COMMENT Userdocumentation. 26 COMMENTAPPENDEDVARIABLESFOLLOW←

END Indicatesendofdata 26 END←

definition. ENDOFDATADEFINITION←

ProcedureDefinitionStatements
.

PROCEDURE Indicatesthebeginning 29 PROCEDURETABLE2←

ofaprocedure PROCEDURESTEPlLIBRARY←

definition. PROCEDURECC4SYNTAX←

'

TITLE Containsanalysis 29 TITLEl6SAMPLEPROBLEM:←

identificationforhead一 TITLEI11968AUTOSALESANALYSISロ ←
ρ

ingsofanalysisreports・



1

℃

O
l

Statements Use Page Examples

Reference

COMMENr Userdocumentation. 30 COMMENTATTACHLABLESTOTNN

VARIABLES←

COMMENTTRANS.STATEMENTSFOLLOW－

USE Specifiesanalysispro一 50 USEPLOT←

gramtobeused. USESTEP-REGRESSION←

Assignment Setsparametersto 50 YMIN-0.0←

specificvalues. BETA=0.2←

PLOTCHAR-1,.1,←

OPTICN SetSoptions. 51 OPTIONSSAMEXSCALE,NOGRID←

OPTIONCHISQUARE←

Filter Specifieswhichobser一 51 INCLUDE1,AGEI「LT21ANDllAREAl,-4←

Vationsaretobe EXCLUDEllYEARl㌧ ∠1968←

includedorexcludedin EXCLUDEI`SALESllLE10000.00Rl,DISTRI㏄11

ananalysis. =15←

INPUTLIST Specifieslistofinput ろ2 INPUTLISTV1...V78←

variablesforananaly_ INPUTLISTllITEMAII,IIITEMB1㌧111TEMCI←

sisprogram. INPUTLISTT12,V23,1,ATTSCOREI,←

INPUTPAIR Specifiesalistof 52 INPUrPAIRS(V1,V5),(1`YEARIl,IlSALES11)←

(x,y)variablepairsto INPUTPAIR(T10.V10...V20、 ←

beusedlnananalysis. INPUTPAIRS(V1...V5,V10...V20)←

INpur Specifiesalistof 53 INPUTGROUP(V2,V7,V10,1`YIELDI1).(V1..・Vろ)←

GROUP groupsofvariablesto

beusedlnananalysis.

◆
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Statement Use Page Examples

Reference 「

.

Attribute Identifyvariableas 55 WEIGHrllWEIGHTlI←

havingaspecified SEQUENCE"IDNO"←

attributefor・an MONTHT12←

analysis.
.

IS Attachalabeltoa 54 TIISllSUMV4...V12!1

temporaryvariable.
.

T51SIIJANAVGINVlI←

Output Specifynamesand
.

ろ4 PRINTALL←

destinationsofout一 DISPLAYMATRIX←

putreports・
'

SAVE Makeacopyofafree-35
.

SAVEMAY/FILE←

formatremotefileon sAvED54/DECK54←

diskforpoSsiblelater

use.

Transfor一 Transformdatavari一 35 V1-V4十V10←
.

皿atlon ables. T4=SQRTllPSr'←

Statements T1-MINl,62SALESI`...ll68SALESll←

V1-.IF1lAGEl'GT21THENlELSE2←
「

END Indicatesendofproce-57 END←

duredefinition. ENDOFPROCEDURE←

JobDefinitionStatements
■

.

「

JOB
.

Indicatesbeginningofa48 JOBJOB1←

jobdefinition. JOBA4LIBRARYl,SEPT.12,1969`1←

USE Specifiesnameofproce-49 USEPROCEDURECORREL←
.PROCEDURE duredefinitiontobe U-EPLOT2←

included.
.

1
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Statement Use Page Examples

Reference

USEData Specifiesnameofdata 49 USEDATAINV55←

definition(s)tobe USEINDATADECK17←

included.

USETABLE Specifiesnameof 50 USETABLESUM3・4←

summarystatisticstable

tobeusedasinput.

COMMENT Userdocumentation. 5℃ COMMENTYAKYAK←

END Indicatesendofjob 50 END←

definition. ENDOFDEFINITION←

ControlStatementsSummary

USER Identifies .user.First 52 USER=74←

state皿entofUSERfile.

EXECUTE Specifieslistofjobsto5ろ EXECUTESTEP1←

beekecuted. EXECUTESTEP1,STEP2.STEP3←

DATA一 Indicatesthatadata 53 DATAFOLLOWS←

FOLLOWS filefollowsimmediately,

EorEND Indicatesendofdata 54 END←

file.・ E←

COMMENT Userdocumentation. 54 COMMENrUPDATECOMPLETED←

SOLO PlacessysteminSOLO 54 SOLO← 、

mode. SOLOMODENOWPLEASE←
⊃
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Statement Use Page Examples

Reference

TEACHER PlacessysteminTEACHER 54 TEACHER←
、

orinteractivemode.

EXPLAIN Requestforinformation. 55
、

EXPLAIN←

EXPLAINANOVAL←

LOAD Loaduserlibraryto 55 LOAD←

disk. IDADLIBRARY←

QUIT IndicatesendofUSER 56 QUIT←
・

file.

DUMP Dumpuserlibraryto 56 DUMP←

tape. DUMPLIBRARY←

ABORT Abortdefinition. 56 ABORT←

JOB UPDATE Statements

JO13UPDATE Indicatesbeginningof 59 」OBUPDATE←

libraryupdate

commands.

Document Performactionon 59 PRINTPROCEDURES4←

orDelete specifieddefinition. REMOVEDATADECK54←

DISPLAYJOBSTEP1←

Universal Performactiononall 60 REMOVEALLPROCEDURES←

Document definitionsofa PRINrALLJOBS←

orD-elete specifiedtype.

REMOVE Deleteasummarytable 60 REMOVETABLECOR1←

TABLE fro1=nthelibrary.

〆
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Statement Use Page Examples'

Reference

FETCH Bringadefinitionto 60 FETCHPROCEDURESTEP1←
l

theforegroundfor FETCHDATADECK54←

possiblemodification.

Stateme.nt
・

Performactlonon 61 DISPLAY10←

Document statementinforeground DELETE2←

orDelete definition.
.

INSERT InSertaStatementin 61 INSERT12511FILE*{1←

foregrounddefini'tion.

DICTIONARY Obtainadictionaryof 61 DI(汀IONARY←

alldefinitionsand

tablesinlibrary.

RETURN Returntheforeground 62 RETURN←

definition.Returnan(i

recompilethefore一

grounddefinition.

END IndicatesendofJOBUP-62 END←

DATEcommands. ENDOFUPDATESTEPS←

'
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SUMMARYSAMPI、E
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■

このAPPENDIXはANALYSISPROGRAMの 全 て につい て詳 細 なSAMPLEで あ る。

各ANALYSISPROGRAMに つい て以下 の 内容 か らな って い る。

1.ANALYSISPROGRAMのPROCEDUREDEFINITION

2DATAと そ のDATADEFINITION)

5.・1と2を 組 合 せ たJOBDEFINITION

4.5のJOBに ょるOUTPUTREPORT

何 れ のSAMPLEも 仮 設 的 な 問題 で あ る が,種 々 の構造 を もつ よ うに考 慮 され て い る。

TABLEOFCONTENTS

INTRODUCTION
Page

ANALYSISPROGRAMS

DescriptiveStatistics

LOOK-DataInspection

STAT-BasicStatistics

PLOT-DataPlotting

MISDAT-MissingDataAnalysis

92
,

94

97

101

UnivariataAnalayses

UNIVAR-Onewayfrequencetablesandhistograms

TTEST-Differenceofmeans,variancesanalysis

TSA-Timeseriesanalysis

ANOVA1-Onewayanalysisofvariance

105

110

112

115

字

■

BivariateAnalyses

BIVAR-Contingencytables

CORREL-Linearcorrelation

REGRES-SimPlelinea「 「e9「ession

WILCOX-Wilcoxenf.spairedcomparisonstest

117

122

125

131

MultivariateAnalyses

STEPR-Stepwisemultipleregresslon

QTEST-CochrarfsQtest

155

157
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USεSTAT◆
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